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★新年のご挨拶 一般社団法人沖縄県歯科医師会 会長　米須　敦子

★年頭所感 公益社団法人日本歯科医師会 会長　高橋　英登

★沖縄県歯科医師会新年会 調査広報担当理事　平良　和枝

★受章おめでとうございます
★第37回沖縄県歯科医学会 学術委員会委員長　新城美由紀

★赤い羽根共同募金のご寄付について（お礼）
★登院式 沖縄歯科衛生士学校担当理事　中地　昭雄

★就職説明会 沖縄歯科衛生士学校担当理事　中地　昭雄
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　2024年の年頭にあたり、新年のご挨拶を申し上げ
ます。
　元日に発生しました令和６年能登半島地震そして
海上保安庁航空機と日航機との接触事故にてお亡く
なりになられた方々に衷心からお悔み申し上げると
共に、被災され困難な状況に遭遇された方々の安全
と一日も早い復旧復興を心からお祈りいたします。
　１月13日に石川県並びに厚労省から日歯に要請の
ありました災害支援チーム派遣依頼に対し、９名の
先生方並びに４名の歯科医衛生士の皆様にご協力い
ただき３チームを登録させて頂きました。ご協力い
ただきました皆様に心から感謝申し上げます。日頃
の備えや訓練が大切であることを痛感しています。
本県では、５地区並びに本館内に災害の研修会を受
講した会員、病院歯科医、歯科衛生士そして歯科技
工士で構成する「災害歯科支援チーム」を設置して
います。昨年の台風被害等もありましたので、これ
を機に次年度は研修会開催の必要性を感じています。
　「人材不足」は社会全体の課題です。私達歯科医
療従事者の減少や不足も同様です。「医師確保・看
護師確保」に主眼を置いてきた県行政とも協議を重
ね歯科医療従事者の現況を理解いただいたところで
す。歯科医師の絶対数の不足並びに高齢化に加え、
本県では研修医や口腔外科以外の専門医等を受け入
れる施設は３施設のみと不足しています。受け入れ
施設の充実を行政と共に協議をしています。
　歯科衛生士においては、絶対数の不足や離職等の
課題があります。しかし、昨年度の卒業生は、卒後
アンケートの結果一人も辞めることなく就労を継続
し、「楽しい」、「やりがいがある」等の肯定的な回
答が大多数でした。就労先の歯科医院の環境整備並
びに歯科衛生士教育の充実の賜物と感じます。しか
し、不足している現況には、就業者の研修並びに復
職支援事業の充実が大切です。周知および育成にご
協力をお願いいたします。また、歯科衛生士学校の
継続のためにも、学校の老朽化に備え、自己資金を

確保しての運用も始めています。歯科技工士に関し
ては、全国平均の約半分そして高齢化が進んでいま
す。県内には養成所もなく、研修事業にも支障をき
たし、歯科界で最もIT化の進む分野で疲弊をして
いる状況が続いています。現役世代の事業延伸のた
めにも「IT活用を含めた働き方改革」を進める必要
があります。その為、養成学校の開校など、安定数
確保に向けて中長期的な計画が必要で検討を重ねて
います。
　全ての歯科医療従事者の減少や不足は、超高齢社
会に突入している沖縄県では、団塊の世代が後期高
齢者になる2025年問題、その後の2040年問題への対
策として、「歯科医師バンク」等を設置し、閉院後
の先生方に「現役世代の延伸」をめざしてお力を貸
していただきたいと思います。
　本会には歯科口腔保健医療センターがあります。
社会のニーズに対応できるよう各診療所並びに病院
歯科との連携を強固にし、人材育成に大きく活用で
きる施設として活用できる体制づくりを進めていま
す。
　役職員一同力を合わせて取りくんでいますので是
非会員の先生方のご理解並びにお力添えを宜しくお
願い申し上げ新年の挨拶とさせて頂きます。

新年のご挨拶

一般社団法人沖縄県歯科医師会 会長　米須　敦子
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　謹んで新春のご挨拶を申し上げます。皆様におか
れましては、健やかに新年をお迎えになられたこと
とお慶び申し上げます。
　昨年６月に新執行部が発足して、早半年が過ぎま
した。「骨太の方針2023」に「生涯を通じた歯科健
診（いわゆる国民皆歯科健診）に向けた取組の推
進」が示され、会務を運営する中で、その実現への
期待が各方面から寄せられていることを実感してい
ます。日本歯科医師会ではタスクチームを設置し、
より普及しやすい方法の検討を進めています。
　日本歯科医師会の活動目的は、国民の健康増進で
あり、それにより国民を幸せにすることだと考えま
す。人生の最期の日まで「自分の口でおいしく食べ
ることができるようにすること」に取り組み、健康
な高齢者が増えれば「健康長寿社会の実現」に貢献
できるだけでなく、医療費適正化にもつながります。
これに欠かすことのできない我が国の国民皆保険制
度を維持、また持続可能なものとすべく、より一層、
国や医療関係団体等との協力関係を深化させます。
地域包括ケアシステム構築の観点からも、多職種と
の緊密な連携は重要です。
　近年、定員割れする私立の歯科大学・大学歯学部
の増加、また後継者問題等で歯科医療機関が減少し
ており、特にその傾向は地方で顕著です。喫緊の課
題として大変危惧していますが、問題解決には「歯
科界全体をいかに豊かにするか」を考える必要があ
ります。経済的な「豊か」はもちろん、いわゆるマ
インドや社会的な評価も含めて向上させるためにも、
歯科がいかに国民の生活に資する仕事であるという
ことをこれまで以上にPRしていきます。
　歯科医師法の第1条には「歯科医師は歯科医療及
び保健指導を掌ることによって公衆衛生の向上及び
増進に寄与し、もって国民の健康な生活を確保する
ものとする」と明記されています。歯科医師は日々
の歯科診療だけでなく、公衆衛生活動に取り組まな
ければいけませんが、個人で担うことは至難の業で

あり、それ故、日本歯科医師会や地域の歯科医師会
があるわけです。
　現在の歯科医師国家試験の合格率を考慮すると近
い将来、歯科医師が不足するのは明白です。会員の
平均年齢は62歳を超え、歯科医師の働き方も多様化
しており、日本歯科医師会もそれに合わせた組織体
制の整備が求められています。組織力が低下すれば
診療報酬改定や医療制度改革に立ち向かっていけま
せん。また、日本歯科医師連盟が中心となって立法府
を構成している国会議員へのロビー活動を行わなけ
れば、歯科医療現場の声を届け適正な評価を得るた
めの環境整備ができません。新型コロナウイルス感
染症感染拡大防止継続支援補助金は成果の一つです。
　会長就任時に申し上げた通り、日本歯科医師連盟
での経験を活かして要望等を主張していく「物言う
歯科医師会」、現場の開業医として会員と同じ立場
で考える「身近な歯科医師会」であるというスタン
スを忘れずに、今後も決意を持って前進していく所
存です。
　本年の診療報酬・介護報酬・障害福祉サービス等
のトリプル改定、急激な物価高騰や人件費の上昇、
さらに国が進める「全国医療情報プラットフォー
ム」「電子カルテ情報の標準化」「診療報酬改定
DX」の3つの柱によるシステム導入や運用による
負担増への支援体制の構築や運用の見直し等、政府
与党や財界と医療関係団体が一丸となって対話を進
め、歯科が適正な評価を得られるように、そして会
員が歯科医療に傾注できる環境を創生すべく全力を
尽くします。私に託された想いを実現し歯科界の明
るい未来を切り拓くため、粉骨砕身の覚悟で大胆な
改革に取り組んでまいります。
　最後に、会員および関係者のご活躍とご健勝を心
よりご祈念申し上げますとともに、本年が希望多き
年となるよう、停滞感の打破に向けて全力を尽くす
ことをお誓い申し上げ、新年のご挨拶に代えさせて
いただきます。

年頭所感

公益社団法人日本歯科医師会 会長　高橋　英登
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　令和６年１月11日（木）午後７時よりホテル　ザ・ナ
ハテラスにて開催。
　今回も昨年同様、「会員のみ参加」形式での開催とな
りました。
　幕開けは、大城一乃先生による「かぎやで風」。地方
（唄・三線）は金城文信先生、大城正雄先生、上原喬先
生が務められ、華やかな舞台でオープニングを飾って
頂きました。
　会長挨拶では冒頭１月１日元旦での能登半島地震、
２日の航空機事故への哀悼の辞で始まり、続いて昨年
度への感謝の言葉、新年度へ向けての抱負が述べられ
ました。
　県知事・九地連・会長表彰また医療従事者表彰のあ
と、比嘉正則先生に受賞者を代表してのご挨拶をいた
だきました。
　受賞者の皆様、受賞おめでとうございます。沢山の
ご貢献をありがとうございました。今後のさらなるご
活躍を期待しています。
　また今年度新入会員10人のうち５人参加で登壇され
た先生方の自己紹介、ご挨拶から入会へ向けての意気
込み、今後の抱負を語って頂きました。頼もしい限り
です。よろしくお願い致します。

　プログラム中盤での『乾杯の音頭』をとられた又吉達
雄先生､ 乾杯のグラスを片手に「『忘年会？』おめでと
う！」の第一声に会場全員が驚き！シーン。そのあと
に「実は、希望を込めての『望年会』です」と続き、又吉流
ユーモア発言に会場を笑いの渦にしての盛り上がりで
した。私もホッと安心、和みました。
　懇談の合間には、幕開け地方の先生方再出演での三
線余興で宴もたけなわ、89人の会員参加のお料理はデ
ザートさえも残っていないという盛況ぶり、閉会の言
葉を副会長渡慶次彰先生が行ない、名残惜しい余韻の
残る会はお開きとなりました。
　お陰様で新年度、九地連・障害者歯科学会へと向かう
団結のエネルギーが湧いてまいりました。ありがとう
ございました。
　皆さまをお見送りしての最後に役員・事務局へ　会長
からの労いの言葉を頂きました。
　理事として初参加の新年会は「会話と笑顔」をお土
産に帰途につくことが出来ました。
　参加の会員の先生方、そして準備からかたづけと最後
までサポートして頂きました事務局の皆さまに感謝を
込め､来年またお会いできますよう……ごきげんよう！

令和5年度

沖縄県歯科医師会新年会
沖縄県歯科医師会新年会次第
日　時：令和６年１月11日（木）午後７時
場　所：ザ・ナハテラス　　　　　　　　

司会　専務理事　屋嘉　智彦
幕開け（かぎやで風）　　　　　　　　　　　　大城　一乃

１．開会のことば……………………………………………………………………専務理事　屋嘉　智彦
２．会長挨拶……………………………………………………………………………会　長　米須　敦子
３．役員自己紹介
４．県知事表彰・九地連表彰・歯科医師会会長表彰
　　県知事表彰　大西　　満　　新垣　善章　　平良　恵信
　　九地連表彰　砂川　英樹　　津嘉山　一　　加藤　進作　　古堅　　信
　　会 長 表 彰　宮城　正彦　　奥住　守彦　　瀬底　正司　　長堂　　忍　　熊谷　　徹
　　歯科医療従事者表彰　　新川　治　　新垣　満男　　新垣　江津子　　荻堂　明美
５．被表彰者代表挨拶……………………………………………………………………………比嘉　正則
６．乾　杯…………………………………………………………………………………………又吉　達雄
７．懇談・会員三味線演奏
８．新入会員紹介
９．閉会のことば…………………………………………………………………… 副 会 長　渡慶次　彰

調査広報担当理事　平　良　和　枝
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令和5年度 沖縄県歯科医師会新年会
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叙勲受章の御報告
比　嘉　正　則

　令和5年秋の叙勲を受章いたしました事を心より感謝し、ご報告させていただきます。
　11月６日沖縄県知事公舎で玉城知事からの伝達式にて勲記と勲章を頂きました。
　今年はコロナも収まった為、11月10日に赤坂のホテルニューオータニで再び叙勲伝達式を行い、午後に皇
居宮殿内　豊明殿で天皇陛下に拝謁いたしました。
　私は、沖縄市で開業して41年間沖縄県歯科医師会の一員として学校歯科医、地区委員、地区会長と諸先輩
方のご指導ご協力のもと務めさせていただいた事が受章への評価になったと思っております。
　推薦を頂いた米須会長、理事の皆様、事務局長の小禄さんに感謝申し上げます。

受 章 お め で と う ご ざ い ま す
令和５年度 旭日双光章

比 嘉 正 則
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叙勲受章の御報告
赤　地　　　修

　この度、令和５年秋の叙勲を受章いたしました事、たいへん名誉な事と喜んでおります。推薦いただいた
県歯科医師会、そして会員の先生方に感謝申し上げます。
　11月13日にホテル椿山荘東京にて伝達式、皇居宮殿にて天皇陛下への拝謁を済ませました。
　昭和55年、父の後を継ぎ嘉手納で開業、平成19年にうるま市に移転から現在まで、両地域の小中高等学校
の学校歯科医を務めさせていただきました。
　県歯科医師会では医療管理、公衆衛生、会計の委員、中部地区歯科医師会では公衆衛生、会計の担当理事
を務めさせていただきました。
　今後も微力ながら歯科治療を通して地域の口腔衛生の向上、学校歯科医として生徒の安全、健康に関わっ
て行きたいと思います。
　ありがとうございました。

受 章 お め で と う ご ざ い ま す
令和５年度  瑞 宝 双 光 章

赤 地 　 修
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厚生労働大臣表彰の御報告
赤　嶺　雅　和

　この度は、厚生労働大臣表彰を受賞するにあたり心より感謝致します。
　第44回全国歯科保健大会は令和５年10月14日に秋田県で開催されました。私自身膝を痛めているので、授
賞式には出席できませんでしたが、後日沖縄県歯科医師会長及び３役の先生が、私の歯科医院まで御越し頂
き表彰を受けることになりました。
　振り返ると　口腔衛生センターの委員を約10年携わることが出来ました。これも上原淳先生のお声がけで
良い経験をさせてもらいました。感謝致します。
　今後も先生方のご指導を頂きながら、日々の診療に頑張りたいと思います。有難うございました。

受 章 お め で と う ご ざ い ま す
令和５年度 厚生労働大臣表彰

赤 嶺 雅 和
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文部科学大臣表彰の御報告
当　間　淳　司

　令和5年度10月26日（木）文部科学大臣表彰の全国学校保健・安全研究大会に出席しました。
　会場は兵庫県 神戸文化大ホールで全国各地より学校歯科医41名その他の受賞者150名位、同伴者・一般参加
者を含めると1000人位の大会でした。
　私の学校校医としての始まりは昭和60年で以後、浦添市の仲西中学校 屋富祖から城間に移転後は同市の港
川小学校を平成15年頃より担当しました。
　他に保育園も４～５ケ所また協力医として浦添高校、浦添商業高校も担当しました。
　現在は、数年前に院長を長女(平井有依子)に引き継ぎ日々を過ごしています。
　そんな時期に今回の授賞式の案内がありました。
　自分としては急な御指名と思われましたが、喜んで参加させてもらいました。
　昭和・平成・令和という世代を歯科検診を通しても貴重な経験が出来ました。
　最後に関係者の皆様本当に有難う御座いました。

受 章 お め で と う ご ざ い ま す
令和５年度 文部科学大臣表彰

当 間 淳 司

11

2024  January Vol 1

各
種
表
彰



日本歯科医師会会員有功章表彰の御報告
砂　川　毓　雄

　このたび、令和４年度（2022年）日本歯科医師会会員有功章を受賞いたしました事を心より感謝し報告し
ます。
　1974年春、歯科医師会入会申し込みのため、当時、泊港南西隣の泡盛会館にあった沖縄県歯科医師会を訪
ねてから2024年で50年になります。
　八重山地区歯科医師会を通さず、直に県歯に来たことを“まず地区から始めよう”と諭されたことを鮮やかに
覚えています。かように小生の歯科医師会会員として行状は褒められるものがなく、今日に至るまで常にさ
とされ続ける日々であります。
　これから挫けつつも、会員の先生方の温かい指導を仰いで行きたいと思います。

受 章 お め で と う ご ざ い ま す
令和４年度 日本歯科医師会会員有功章表彰

砂 川 毓 雄
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日本歯科医師会会長表彰の御報告
比　嘉　良　喬

　第44回全国歯科保健大会IN秋田　開催日2023年10月14日　開催場所：あきた芸術劇場ミルハス
　「健口美人で健康長寿」～美の国あきたへ来てたんせ～をテーマに秋田市
で開催されました。会長時代いろんな代理受賞を何度か受けましたが、やっ
と本人自身が受賞する事ができました。日本歯科医師会会長表彰に推薦をし
ていただいた米須敦子会長以下役員の皆さんには紙面をお借りして感謝申し
上げます。
　この大会は歯科保健事業功労者表彰で厚生労働大臣表彰と日本歯科医師会
会長表彰が有ります。今回は厚生労働大臣表彰57名（赤嶺雅和先生）日本歯
科医師会会長表彰57名と各団体表彰2団体の総勢116名が壇上に上がりますのでかなり移動などを考えると運
営が大変な大会です。ふと2016年（平成28年）「2040年健康長寿世界一をめざして～みなおそう沖縄の食文化
～」テーマに主催した頃を思い出しました。
　今大会で大学の先輩でもあり、良き指導者の高橋英登日本歯科医師会会長より表彰していただき、終了後
に多忙な中、快くツーショットを納める事が出来ました。見た目は俺が若いんだよとジョークをかまされま
したが、これも愛嬌ですね。

受 賞 お め で と う ご ざ い ま す
令和５年度 日本歯科医師会会長表彰

比 嘉 良 喬
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受 賞 お め で と う ご ざ い ま す
沖縄県母子保健大会県知事表彰
（母子歯科保健功労）
令和 5年 1月 19 日（木）

國　吉　綾　子
中部地区会員

沖縄県学校保健会会長表彰
（学校保健功労）

令和 5年 2月 3日（金）

平　良　恵　信
中部地区会員

日本学校歯科医会会長表彰
（学校歯科保健功労）
令和 5年 3月 22 日（水）

古波蔵　信　泉
南部地区会員

沖縄県母子保健大会会長表彰
（母子歯科保健功労）
令和 5年 1月 19 日（木）

上　原　かんな
南部地区会員

沖縄県学校保健会会長表彰
（学校保健功労）

令和 5年 2月 3日（金）

津嘉山　　　一
中部地区会員

日本学校歯科医会会長表彰
（学校歯科保健功労）
令和 5年 3月 22 日（水）

上　原　智　也
南部地区会員

沖縄県学校保健会会長表彰
（学校保健功労）

令和 5年 2月 3日（金）

新　垣　善　章
中部地区会員

日本学校歯科医会会長表彰
（学校歯科保健功労）
令和 5年 3月 22 日（水）

上　地　智　博
南部地区会員

沖縄県公衆衛生大会県知事表彰
（公衆衛生事業功労）
令和 5年 3月 31 日（金）

照　屋　　　均
南部地区会員
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受 賞 お め で と う ご ざ い ま す
沖縄県公衆衛生大会長表彰
（公衆衛生事業功労）
令和 5年 3月 31 日（金）

奥　住　守　彦
南部地区会員

浦添市社会福祉大会表彰
（社会福祉事業功労）
令和 5年 8月 4日（金）

富　島　　　修
南部地区会員

日本歯科医師会創立 120 周年記念表彰
（歯科保健功労）

令和 5年 9月 14 日（木）

新　垣　義　勝
南部地区会員

那覇市政功労者表彰
（地域医療貢献）

令和 5年 5月 20 日（土）

友　寄　喜　樹
南部地区会員

日本歯科医師会創立 120 周年記念表彰
（歯科保健功労）

令和 5年 9月 14 日（木）

瀬　底　正　男
南部地区会員

日本歯科医師会創立 120 周年記念表彰
（歯科保健功労）

令和 5年 9月 14 日（木）

上江洲　紀　子
南部地区会員

那覇地区学校保健功労者表彰
（学校保健功労）

令和 5年 6月 8日（木）

林　　　秀　樹
南部地区会員

日本歯科医師会創立 120 周年記念表彰
（歯科保健功労）

令和 5年 9月 14 日（木）

島　袋　侑　哲
中部地区会員

沖縄県公衆衛生大会県知事表彰
（公衆衛生事業功労）
令和 6年 1月 9日（火）

比　嘉　良　喬
南部地区会員
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受 賞 お め で と う ご ざ い ま す
沖縄県公衆衛生大会長表彰
（公衆衛生事業功労）
令和 6年 1月 9日（火）

長　堂　　　忍
南部地区会員

九州地区連合歯科医師会会長表彰
（歯科医師会発展功労）
令和 6年 1月 11 日（木）

加　藤　進　作
南部地区会員

沖縄県知事表彰
（保健医療功労）

令和 6年 1月 11 日（木）

新　垣　善　章
中部地区会員

九州地区連合歯科医師会会長表彰
（歯科医師会発展功労）
令和 6年 1月 11 日（木）

津嘉山　　　一
中部地区会員

九州地区連合歯科医師会会長表彰
（歯科医師会発展功労）
令和 6年 1月 11 日（木）

砂　川　英　樹
南部地区会員

沖縄県知事表彰
（保健医療功労）

令和 6年 1月 11 日（木）

平　良　恵　信
中部地区会員

九州地区連合歯科医師会会長表彰
（歯科医師会発展功労）
令和 6年 1月 11 日（木）

古　堅　　　信
南部地区会員

沖縄県知事彰
（保健医療功労）

令和 6年 1月 11 日（木）

大　西　　　満
南部地区会員

沖縄県歯科医師会会長表彰
（歯科医師会発展功労）
令和 6年 1月 11 日（木）

熊　谷　　　徹
北部地区会員
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受 賞 お め で と う ご ざ い ま す
沖縄県歯科医師会会長表彰
（歯科医師会発展功労）
令和 6年 1月 11 日（木）

宮　城　正　彦
中部地区会員

沖縄県歯科医師会会長表彰
（歯科医師会発展功労）
令和 6年 1月 11 日（木）

奥　住　守　彦
南部地区会員

沖縄県歯科医師会会長表彰
（歯科医師会発展功労）
令和 6年 1月 11 日（木）

瀬　底　正　司
南部地区会員

沖縄県歯科医師会会長表彰
（歯科医師会発展功労）
令和 6年 1月 11 日（木）

長　堂　　　忍
南部地区会員
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活動内容
毎月一度、対面・WEB等で委員会開催
　指導現場の状況の報告、結果などを共有し、次の
課題としてあげています。

１．�新規・集団・個別の厚労省の指導における情報
収集・分析結果などを基に会員に対して適切な
保険診療を行うためのルール・注意点等を助言、
サポートしていく

２．�保険点数や運用上の問題、新たな部分などの情

報を他の都道府県の保険担当の先生方との意見
交換を積極的に行い、会員へ情報提供していく。

３．�カルテ、レセプト、明細書、提供文書等の関係
性、記載方法、また管理の仕方など解釈・運用
に関しての研修会を開催し、会員への説明・周
知などを行う。

４．�保険についての問題が生じた際には、医療管理
委員会の先生方をはじめとして役員とも連携を
とり、協力体制での対応・解決を行う。

　現在、各県によって疑似解釈など多少相違点がみ
られますが、デジタル化が進むにつれ、全国的に統
一される方向にあると考えられます。
　それに備えて、行き着く先には、会員の指導に関
しては歯科医師会で責任を以て行う事が出来るよう
な様々な対策も考えながら活動していきたいと委員
一同、毎回身の引き締まる思いで臨んでいます。

活動内容
　皆様こんにちは、学術担当理事の金子智之です。
当委員会は、会員の皆様の歯科医療技術及び知識の
向上を目的とする委員会です。以下に今年度の当委
員会の主な活動報告をさせて頂きます。

　1. 歯科医療従事者技術支援講習会
　�　�　今年度は歯科医師対象では小児歯科につい
て、歯科技工士対象ではデジタル歯科について、
歯科衛生士対象ではシャープニングとSRPに
ついての講習会を開催させて頂きました。

　2. 歯科医師認知症対応力向上研修会
　　�　沖縄県と共催で歯科医師の他に医師、ケアマ
ネージャー、県庁から参加して頂き、認知症患
者さんが歯科受診された場合の対応についての
研修を行いました。

　3. オンライン講習会への参加の促進
　�　　会員の皆様のオンライン講習会に参加を促進
するために県歯からのメール等及び各地区の学術
委員を通じて案内を通知させて頂きました。
４．沖縄県歯学会
　�　今年は、会場とオンラインのハイブリッドで開
催させて頂きました。

★保険委員会

担当理事

外間　宏正

担当理事

金子　智之

★学術委員会

委員会活動報告
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活動内容
　年間を通しての会の予算策定、実行、実績報告を
行っています。
　委員会は不定期、必要があれば開催としています。
　他に、各種厚生事業への補助も担当しています。
令和 6年は九地連開催、強化費用も準備していま
すのでお役立て下さい。

活動内容
①�学校歯科医基礎研修会の開催（年度末、最近はハ
イブリッド開催）→学校歯科委員会
②�歯と口の図画ポスターコンクール審査会→学校歯
科委員会・宮良修先生
③�歯と口の図画ポスターコンクール表彰式→南部地
区委員が担当
④�九州地区学校歯科医役員連絡協議会の参加（毎年
８月開催）→理事・委員長参加
⑤�県民健康フェアのブース（口唇力測定）担当→中
部地区委員が担当
⑥�全国学校歯科保健研究大会の参加（毎年 10月頃）
→委員から選出
⑦�西原町フッ化物洗口推進座談会（２か月に一回）
→委員会・西原町議・町学校歯科医
⑧�沖縄県教育長表敬訪問（年一回）→委員会
⑨�沖縄県教育委員会（保健体育課）と学校歯科医の
待遇改善のための折衝→理事
⑩�日本学校歯科医会 臨時委員会２（地域の歯科保
健推進委員会）→理事と安里委員が担当

　学校歯科委員会の委員の先生方のほとんどが地
区の役職を兼任しています。月一回（第 1月曜日）
の委員会では、県歯理事会報告、日本学校歯科医会
からの報告や、行事の分担と確認、九州地区の提出
協議題の協議、各地区から出された協議事項を検討
しています。
　今年一年は、西原町にて「子どものむし歯を減ら
す施策求める決議」が町議会にて全会一致で可決し
たことに伴い、町議員から小中学校でのフッ化物
洗口実施を推進してもらいたいとの依頼を受け、2
か月に一回、西原町の町議と学校歯科医を交えて、
「フッ化物洗口推進座談会」を委員会前に開催して
きました。
　フッ化物洗口を既に実施している、那覇市の天妃
小学校と宜野湾市の大謝名小学校の実施報告や、西
原町教育長表敬訪問、学校歯科医からの学校長への
アプローチ等、行ってきましたが、未だに実現には
至ってない状況です。
　また、待遇改善の為、県教育委員会に、健診時の
帯同者の手当と特別支援学校の健診料値上げを過去
の事例を示して、お願いしましたが、値上げの根拠
が乏しいとの事でした。
　今後も、子どもたちの保健推進と学校歯科医の待
遇改善に、委員会一丸となって取り組んでいきたい
と思います。

★学校歯科委員会

担当理事

玉城　斉

担当理事

眞喜屋　睦子

★財務厚生委員会
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活動内容
⃝障害者歯科医療の充実
　①�専任歯科医師・協力医による診療及びセンター
運営の充実

　②専任・センター協力医に対する研修
　③摂食機能療法への取組
　④全身麻酔下歯科治療の充実
　⑤研修会及び健診・保健指導の充実
　⑥心身障害児（者）歯科診療拡充事業
　⑦�ニ次医療機関としての医療的ケア児および通院
困難な障害児（者）への訪問歯科診療に向けて
の取組

⃝障害者歯科医療の研修機関としての充実
　①�障害者歯科地域協力医育成の継続
　②�日本障害者歯科学会認定医・認定歯科衛生士取
得のための取組

⃝地域や各障害者関連団体とのネットワークづくり
　①沖縄県歯科SUN会議の充実
　②�障害者歯科普及啓発を目的とした研修会等の開催
　③障害者歯科アクティブネットワーク九州参加
⃝「ねんぽう」の発刊
⃝九州各県地域保健担当者会（障害者歯科関連）参加

　センター運営委員会は月１回（第１月曜日）に開
催し、上記の事業を行っています。現在、センター
診療は、診療部長の平塚正雄先生、専任歯科麻酔医
の寺元平先生、歯科衛生士５名、受付事務兼歯科助
手２名、協力医 16名（月１～３回）の体制ですが、
コロナ感染症も５類へと移行、キャンセルも減り、
新患が２か月以上待ちとなり、急募で協力医のセン
ター診療お願いしましたが、４名（今年度の研修会
修了者）の先生の参加のみでした。25 名のシフト
を目標としていますので、協力医の先生方のご理解、
ご協力をお願いします。新入会員の先生方には、ぜ
ひ、センター診療見学の体験をしていただきたく、
計画しているところですので、ご案内します。障害
児（者）の歯科健診ができる会員がふえてほしいと
願っています。

活動内容
　皆様、平素より沖縄歯科衛生士学校へのご協力あ
りがとうございます。
運営委員会委の活動内容について紹介します。
１．学校運営に関する事項の検討と決定
　�　内規・細則の作成、検討、決定と学生や職員に
関する様々な問題への対応
２．学校行事に関する検討と決定
　�　学校の様々な行事に関する決定や担当の決定
３．学校行事への参加
　�　担当する行事への参加と報告資料の作成、報告
４．就職説明会の開催

　大まかに分けると左記の内容になりますが、学校
の運営に関わることはかなり多岐にわたっており、
外部の有識者を交えての会議などもあります。
　時代の変化とともに学校で教える内容も日々変化
しており、学生募集も以前のようにはいかなくなり
ました。学校運営委員会は職員とともにできる限り
多くの歯科衛生士を送り出すために努力してまいり
ます。

★口腔保健医療センター
　運営委員会

担当理事

渡慶次　彰

★歯科衛生士学校
　運営委員会

担当理事

中地　昭雄
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活動内容
当委員会に於いては、次の事項を審査する。
１．�医療の管理運営の合理化に関する事項
　　�カルテ保存、インボイス、電子帳簿保存法対応
に関する情報提供、医院継承等々、

２．�医療管理に関する調査及び各種統計に関する事
項

　　�医院経営に要する電力、材料費（金属等）人件
費等年度、月事の統計など調査

３．�地区歯科医師会間並びに会員間の紛議調停に関
する事項

　　�医院間のトラブル、また、高度医療機関と医院
間とのトラブル時の対応等々

４．会員の業務に関する紛議の調停及び苦情の処理
　　�会員からの相談、患者からの相談、クレーム等
の電話対応。

　　�カルテ開示請求、医療事故、クレーマ等の対応。
損害賠償保険会社との交渉、裁判事例の弁護士
への引継ぎ、スタッフからの相談、労働基準局
からの対応の情報提供等々

５．医業経営の企画に関する事項
　　�税務調査、キャシュレス関係、医療広告、就業
規則（パワハラ等対策）等々

６．医療安全関連
　　�医療事故調査、医療安全、院内感染対策（新型
コロナ感染症、エイズ感染症等感染対策）

　　医療機器の安全対策、緊急薬品紹介等々
７．その他
　　�沖縄県防災訓練対応、歯科助手講習会、日本歯
科医療管理学会への対応、医科歯科連携セミ
ナー、保健所調査対策等々

活動内容
　当委員会は　情報収集 ･発信のためにも　各地区
から委員を選出というスタンスの元、北部、中部、
南部、八重山、宮古地区と網羅しての選出委員６人
で構成され、毎月１回、第３月曜日にＷＥＢにて開
催しています。（今年度初対面 3月予定）
　委員相互のコミ力ＵＰも兼ねながら、毎回１分間
スピーチ（近況報告）からスタートです。

主な活動と致しましては、
　年４回発行しています県歯科医師会広報誌の
作製（原稿、文書の校正）、またＨＰ、ＳＮＳ活
用をしての会員の皆さまへの情報発信を行なっ
ています。
　原稿・写真掲載の折には会員皆さまには募集・
投稿などお世話になっています。
　この場をお借りしてお礼申し上げます。「あり
がとうございます。」
　特に今後は『目的地にたどり着きやすいＨＰ』
を目指して、刷新か、リニューアルか、会員の
臨む内容は？など特別委員会を立ち上げ、議論
展開からのスタートとなります。
　会員の『情報窓口』として歯科医師会をもっ
と身近に！をモットーに活動していきます。
今後とも、ますますの応援（何でもかんでも意
見発信）、よろしくお願い致します。

★医療管理委員会・
　医業経営委員会

★調査広報委員会

担当理事

邊土名　朝憲

担当理事

平良　和枝
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★地域保健委員会

担当理事

屋嘉　智彦

活動内容
本委員会は以下の事業を担当しています。
１．介護保健事業
　会員を対象とした事業の策定
２．地域保健事業
　�　学校歯科委員会と協働した、学校でのフッ化物
洗口の促進活動
　�　うりずんフェスタ　ブース出店（お口の健康
づくりコーナー＜フッ化物洗口体験＞）（R6.2/11
予定）
　�　こども園へのフッ化物洗口実施拡大にかかる説
明会の実施
　関連企業との共同事業
　糖尿病等の連携の取り組み
　講演会や啓発資料作成（糖尿病と歯周病の関連）
　・�沖縄県老人クラブ幹部研修会での講話／野原昭
彦委員長（R5.9/12）

　・�講演会「歯周病と全身疾患の関係を知り、健康
長寿を目指す」／講師：米山武義（R5.11/26）

　�　かかりつけ歯科医推進CMの制作・放送（FM
沖縄 R6.1/9 〜 3/31））
３．健診事業
　事業所の歯科健診の運営（沖縄電力・沖縄銀行・
琉球銀行・海邦銀行・公立学校共済組合沖縄支部・
地方職員共済組合沖縄県支部）
　グループホームの歯科健診の運営

　有害な業務に係る歯科健診（特殊歯科検診）の運営
　オリオンビール、水 ingAM、沖縄環境分析センター
　歯科特殊健康診断研修会／講師：木下隆二（R
４.12/22）
　後期高齢者健診事業
　・�沖縄県後期高齢者医療広域連合歯科健診事業（ハ
イサイ歯科健診）

４．ＩＣＴを活用した口腔保健活動
　スマートフォンやタブレットでのDoチェックプ
ログラムを使用したオンライン歯科健診の実施
　県民健康フェア　ブースイベント（Doチェック
プログラムによる保健指導）（R5.10/1）
　うりずんフェスタ　ブースイベント（お口の健康
づくりコーナー＜Doチェックプログラムによる保
健指導＞）（R6.2/11 予定）
５．訪問歯科診療支援
　在宅・介護施設等療養者への継続的な在宅歯科診
療提供のための他職種連携事業
　・訪問歯科診療推進フォーラム開催（R6.1/21）
　・訪問歯科診療推進動画制作
　・訪問歯科診療マニュアル作成
　要介護高齢者・障害児者口腔ケア推進事業
　・�講演会「人生 100 年時代を元気で乗り切るため
に -健康長寿 鍵は“オーラルフレイル予防”-」
／講師：飯島勝矢（R6.2/18 予定）

　歯科医療従事者技術向上支援研修会（在宅歯科人
材育成研修会）の立案・開催・報告
　・�講演会「『食べる』を支えるための、多職種連
携と歯科歯科連携」／講師：猪原健（R6.1/14）

　・�講演会「パンデミック後の口腔からのウェルビー
イングを考える」／講師：小坂健（R6.1/21）

６．九州各県地域保健担当者会への参加
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　第37回沖縄県歯科医学会が開催されました。
　新型コロナ感染症の感染状況により、毎年少しず
つ開催形式を変えてきました。今年はハイブリッド
形式で開催いたしました。
【一般口演】
１．Sinus Lift,GBR にConcentrated Growth 

Factorを使用した症例
　　南部地区　赤崎歯科　赤崎栄
２．当科におけるワイド・ショートインプラントの症例
　　北部地区　医療法人博徳会
　　あらさき歯科クリニック　護得久朝滋
３．上顎洞底挙上術の際に粘膜の穿孔や裂開が生じ

た際の対応について
　　南部地区　神農デンタルオフィス　神農悦輝
４．上顎洞に発生した線維性骨異形成症の一例
　　北部地区　医療法人博徳会
　　あらさき歯科クリニック・琉球大学医学部
　　歯科口腔外科　宮里優梨亜
５．関節リウマチ治療中に発生した口腔粘膜炎２例

について
　　南部地区　医療法人おもと会
　　大浜第一病院　歯科・口腔外科　新谷晃代
６．沖縄県立病院群歯科口腔外科における口腔機能

管理症例の検討
　　沖縄県立宮古病院　歯科口腔外科　上田剛正
７．臼歯部咬合崩壊に対し、挙上を伴う咬合再構成

を行った一症例
　　南部地区　医療法人マゴコロ
　　オキナワ・デンタルオフィス　下地恒太郎

８．重度の歯周病を伴い、アクロメガリーを疑った
AngleⅠ級開口症例

　　北部地区　医療法人博徳会
　　あらさき歯科クリニック　新崎博文
９．歯周病専門医院で日常行なっている歯周基本治

療について
　　南部地区　浜口歯科医院　濱口茂雄
【特別講演】
１．災害犠牲者の身元確認のための歯牙鑑定について
　　沖縄県歯科医師会　学術委員会
		  副委員長　崎濱秀海
２．経営の安定を目指して
　　-保険診療の増収への理解と自由診療を増やす

効果的なマーケテイングについて-
　　泉崎ファミリー歯科　院長　下所由美子
　以上、多岐にわたる発表でした。
　参加者はWEB参加38人、来場者42人でした。WEB
配信のほうも特にトラブルは報告されませんでした。
　各演題への質問は来場者からのみで、WEB参加者
からはチャットも含め質問が出なかったことが気に
なりました。WEB参加者も質問しやすい方法を検討
していきたいと思います。
　また、演題募集の際、発表用のデータ作成について詳
細な説明をしていなかったため、一部の発表者の方に
ご迷惑をおかけしましたことをお詫びいたします。
　これからも、会員の先生方の相互研修の場とし
て、多くの演題が発表できるようにしていきたいと
思います。

日時：令和５年11月３日（金）午前10時〜午後１時30分
場所：沖縄県口腔保健医療センター　大研修室・ＷＥＢ配信

● 県歯報告 ●

学術委員会委員長　新　城　美由紀

第37回沖縄県歯科医学会
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0-1）�Sinus Lift,GBRにConcentrated Growth 
Factorを使用した症例

　　　〇赤崎栄　赤崎文平
　　　　南部地区　赤崎歯科

0-2）�当科におけるワイド・ショートインプ
ラントの症例

　　　〇護得久朝滋　宮里優梨亜　後藤新平
　　　　新崎啓介　新崎博文
　　　　北部地区　医療法人博徳会
　　　　あらさき歯科クリニック

0-3）�上顎洞底挙上術の際に粘膜の穿孔や裂
開が生じた際の対応について

　　　〇神農悦樹
　　　　南部地区　神農デンタルオフィス

0-4）�上顎洞に発生した線維性骨異形成症の
一例

　　　〇宮里優梨亜1,2)　護得久朝滋1)　新崎博文1)

　　　　井手健太郎2)　河野俊広2)　中村博幸2)

　　　　1）医療法人博徳会　あらさき歯科クリニック
　　　　2）琉球大学医学部　歯科口腔外科

0-5）�関節リウマチ治療中に発生した口腔粘
膜炎２例について

　　　〇新谷晃代　仲西奈穂　石田晋太郎
　　　　南部地区　医療法人おもと会
　　　　大浜第一病院歯科・歯科口腔外科

0-6）�沖縄県立病院群歯科口腔外科における
口腔機能管理症例の検討

　　　〇上田剛生1)　狩野岳史1)　新垣敬一2)

　　　　比嘉努3)　澤田茂樹4)　仲間錠嗣5)

　　　　1）沖縄県立宮古病院　歯科口腔外科
　　　　2）沖縄県立中部病院　歯科口腔外科
　　　　3）�沖縄県立南部医療センター・こども医

療センター　歯科口腔外科
　　　　4）沖縄県立北部病院　歯科口腔外科
　　　　5）沖縄県立八重山病院　歯科口腔外科

0-7）�臼歯部咬合崩壊に対し、挙上を伴う咬
合再構成を行った一症例

　　　〇下地恒太郎
　　　　南部地区　医療法人マゴコロ
　　　　オキナワ・デンタルオフィス

0-8）�重度の歯周病AngleⅠ級開口症例
　　　〇新崎博文　護得久朝滋　宮里優梨亜
　　　　北部地区　医療法人博徳会
　　　　あらさき歯科クリニック

0-9）�歯周病専門医院で日常行なっている歯
周基本治療について

　　　〇濵口茂雄
　　　　南部地区　浜口歯科医院

沖縄県歯科医学会プログラム
第37回

令和５年 11 月３日

開会 10：00

開会の辞　大会長　米須　敦子

口演発表（10：05 ～ 11：45）

１演題10分（発表8分、質疑応答2分）

司会　沖縄県歯科医師会学術委員会　
委員長　新　城　美由紀
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特別講演１（12：00～12：30）
演　題『災害犠牲者の身元確認のための歯牙鑑定について』

沖縄県歯科医師会　学術委員会　委員　崎濱　秀海

特別講演２（12：35～13：15）
演　題『経営の安定を目指して

-保険診療の増収への理解と自由診療を増やす効果的なマーケティングについて-』
泉崎ファミリー歯科　院長　下所　由美子

特別講演感謝状贈呈
大会長　米須　敦子

閉　会
学術委員会　委員長　新城　美由紀

口演発表
抄　録

0-1）Sinus Lift,GBRにConcentrated Growth Factorを使用した症例
　　○赤崎　栄　赤崎文平　赤崎歯科　南部地区会員
【目的】
　2014年に再生医療新法が施行され、歯科において
は主に第3種に該当するPRP,PRF(CGF)などが応用
されている。今回、Sinus LiftにおいてはSchneider
膜の補強、Schneider膜裂開への対応、GBRにおい
てはメンブレンの補強,切開部軟組織の治癒促進に
CGFを使用し、良好な結果を得たので報告する。
【症例の概要】
　患者は41歳女性。他歯科院にて13は抜歯になると
言われたが、全体的な診断と治療の相談にて来院。
既往歴：約10年前バセドー病にて甲状腺の手術,鼻
炎。特異体質なし。広範型慢性歯周炎、ステージⅢ、グ
レードCで、全体的に歯周病の治療が必要なこと、
13は保存不可能で、抜歯になることを説明し、歯周治
療、インプラント治療をすることになった。抜歯、
歯周治療後、上顎前歯部にGBR(Titanium mesh、
吸収性膜、CGF)をし、約10ヶ月後に11、21、22にBL 
Implantを埋入。右上臼歯部はSinus Lift(骨補填材、
CGF)をし、約8ヵ月後、16、15にBL Implant埋入。3ヵ
月後2次ope。更に3ヵ月後、16〜22Implant bridge印
象し、上部構造を装着。

【経過】
　16〜22Implant bridge部はその後、歯槽提などの
周囲組織の変化、エックス線写真における骨吸収も
なく、約２年経過後の現在も経過良好である。
【考察および結論】
　今回、上顎前歯欠損部にTitanium mesh、吸収性
膜、CGFを用い、良い結果を得たが、CGFの成長
因子により、切開部歯肉の治癒促進がされ、歯肉
開創もなく、また、Titanium mesh下においても
骨造成が促進されたためだと考えられる。臼歯部
のSinus Lift時のSchneider膜裂開においてCGFメン
ブレンを用いたが、CGFは組織接着性が強く、ま
た、その成長因子により裂開部が治癒促進され、
更には周囲骨組織の再生が促進されたと考えられ
る。CGFをGBRにおける遮断膜として使用するこ
とや、Sinus Lift時のSchneider膜裂開に応用するこ
とは有効であると考えられる。この症例は今後も経
過観察をしていく予定である。
（治療はインフォームドコンセントを得て実施し
た。また、発表についても患者の同意を得た。再生
医療等委員会承認　計画番号CGF PC7170008）
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0-2）ワイド・ショートインプラントの症例
　　○護得久朝滋　宮里優梨亜　後藤新平　新崎啓介　新崎博文
　　　北部地区会員　　あらさき歯科クリニック

0-3）上顎洞底挙上術の際に粘膜の穿孔や裂開が生じた際の対応について
　　○神農悦輝　神農デンタルオフィス　南部地区会員

0-4）両側上顎洞線維性骨異形成症の一例
　　○宮里優梨亜（あらさき歯科クリニック、琉球大学病院　歯科口腔外科）
　　　新崎博文　護得久朝滋（あらさき歯科クリニック）
　　　井手健太郎　河野俊広　中村博幸（琉球大学病院　歯科口腔外科）

【緒言】
　今回我々は、上顎臼歯部の上顎洞底下の骨量が少
ない症例と、下顎管に近い症例及び、オトガイ孔に
近い症例に、５×５のエクスターナルワイドショー
トインプラントを用いて、良好な結果が得られた症
例を報告する。
【症例】
　上顎においては、上顎洞底の骨量が少ない部位
に、単独であるいは、連結もしくはフルボーンアン
カードブリッジにて咬合を獲得できた症例の、報告
を行う。この領域においては、従来のインプラント
では、サイナスリフトやソケットリフトを行わない

といけなかった症例の中にも、このワイドショート
インプラントで対応できる所例もあることが、確認
できた。また、下顎においては、下顎管上の残存歯
槽骨の骨量が少なく、従来のインプラントでは適応
が難しいと思われた症例の中にも、このワイド・シ
ョートインプラントにて適応が可能な症例があるこ
とも、確認できた。
【まとめ】
　上顎においても、下顎においても、残存骨量の少
ない症例において、ワイド・ショートインプラント
を適応することで、良好な結果が得れることが、確
認できた。

【目的】
　上顎臼歯部のインプラント埋入手術において歯槽
頂から上顎洞までの距離が少ない場合には、上顎洞
底挙上術が選択される場合がある。この手術の偶発
症として上顎洞粘膜の穿孔や裂開がある。その場合
の対応について報告する。
【対象】
　上顎臼歯部のインプラント埋入手術において歯槽
頂から上顎洞までの距離が少ない症例
【方法】
　上顎洞底挙上術の際に粘膜の穿孔や裂開が生じた
際の対応
【結果】
　穿孔、裂開が生じた際の対処法としては、
１）穿孔が小さい場合には　吸収性膜（バイオメン

ド等）にて閉鎖する。
２）さらに大きい場合，裂開、穿孔した周囲の粘膜

の剥離を十分に行い、吸収糸で縫合し、バイオ
メンド等で被覆する。

３）裂開部の修復が困難な場合，裂開部にバイオメ
ンド等で被覆し、骨補填剤を入れずに 静脈血
の凝血壊を填入して閉創する。

【考察および結論】
　上顎洞底挙上術の際に生じた粘膜の裂開の処置を
誤ると術後に上顎洞炎等の重篤な合併症を引き起こ
す。手術を中止するという判断は, 患者のみならず
術者にとっても大きなストレスとなる。今回示した
対応が、上顎洞底挙上術の際に生じた粘膜の裂開の
治療の一助になればと考え、報告する。

【緒言】
　線維性骨異形成症は若年者に比較的多くみられる
原因不明の顎骨病変で、一般的には病変部の外科的

処置を行うが、病変部の範囲や患者の年齢を考慮
し、審美的回復やその予後も配慮しなければならな
い。今回われわれは、両側上顎洞に発生した線維性
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骨異形成症を経験したので報告する。
【症例】
　患者：50歳，男性．現病歴：2023年3月義歯作製
希望にて当院を受診され、X線検査より両側上顎洞
に不透過像病変を認め、琉球大学病院へ精査加療依
頼にて紹介となった. X線検査より、両側上顎洞に
線維性骨異形成症を疑う不透過像を認めた。生検病

理診断結果より、不規則な配列をした骨梁と層板構
造を欠く線維骨が混在する骨組織を認めた。
【まとめ】
　両側の上顎洞に発生した線維性骨異形成症の一例
を経験したので報告した。本症例はまれに悪化する
との報告もあるので、今後も厳重な経過観察もしく
は外科的処置が必要である。

0-5）関節リウマチ治療中に発生した口腔粘膜炎2例について
　　○新谷晃代　仲西奈穂　石田晋太郎
　　　大浜第一病院　歯科・歯科口腔外科

0-6）沖縄県立病院群 ⻭科⼝腔外科における口腔機能管理症例の検討
　　○上田剛生1)、狩野岳史1)、新垣敬一2)、比嘉努3)、澤田茂樹4)、仲間錠嗣5)

　　　1）沖縄県立宮古病院 歯科口腔外科　2）沖縄県立中部病院 歯科口腔外科
　　　3）沖縄県立南部医療センター・こども医療センター 歯科口腔外科
　　　4）沖縄県立北部病院 歯科口腔外科　5）沖縄県立八重山病院 歯科口腔外科

【緒言】
　本邦における関節リウマチ患者は82.5万人と報告
されており30代から50代に発症し女性の割合が8割
を超えているといわれている。抗リウマチ薬のメソ
トレキセート（MTX）や炎症を抑制するステロイ
ド薬（PSL）によって合併する口腔疾患について予
め留意しておかなくてはいけない。今回我々は関節
リウマチ（RA）の治療中に発症した口腔粘膜炎2症
例について報告する。
【症例1】
　36歳女性　既往歴2020年5月からRAにてMTX・
PSLを使用。
　現病歴　2022年8月補綴物の脱離で初診
　その際に左側口蓋部に直径3㎜のびらん性病変認
めたが自覚症状　他覚症状は認めなかった　主治医

と対診しMTXの休薬をおこない半年間の経過後治
癒に至った。
【症例2】
　82歳女性　既往歴RAにてMTX使用中
　現病歴　2023年7月MTXの誤った服用で口内炎が
多発　摂食障害を主訴に当科初診　口腔内全体に出
血を伴うびらんが認められた　入院管理下で栄養補
給および抗菌薬投与にて改善した。
【考察・結語】
　MTX服用中の治癒遅延を呈している口腔粘膜炎
に対しては十分な精査が必要であり、合併する口腔
内疾患は主治医と対診して適切な対応が必要とな
る。

【目的】
　沖縄県立病院群歯科口腔外科（以下当科）では、
統一した評価基準と口腔ケア方法で入院患者の口腔
機能管理行っている。今回、当科における実態を把
握するために臨床統計的検討を行った。
【対象】
　2013年から2022年まで、当科で周術期口腔機能管
理を行った8712例
【方法】

　診療記録を調査し臨床統計的な評価を行った。 
【結果】
　病院別では北部病院:701例、中部病院:3234例、南
部医療センター・こども医療センター:2829例、宮
古病院:1093例、八重山病院：855例であった。症例
数は2013年が128例、その後増加傾向を認め2022年
は1712例であった。性・年齢別では、男性4399例、
女性4313例であり、60代が2403例と最も多く、次い
で70代が2171例、50代が1147例の順であった。

27

2024  January Vol 1

報
告
事
項



0-7）臼歯部咬合崩壊に対し,挙上を伴う咬合再構成を行った一例
　　○下地恒太郎　　医療法人マゴコロ オキナワ・デンタルオフィス）　南部地区会員

0-8）重度の歯周病を伴い、アクロメガリーを疑ったAngleⅠ級開口症例
　　○新崎博文　護得久朝滋　宮里優梨亜
　　　北部地区会員　あらさき歯科クリニック

【対象】
　患者は初診時59歳の女性、咀嚼機能の回復と上下
顎前歯部の審美性、清掃性の改善を希望して当院を
受診した。診察の結果、臼歯部喪失による咬合高径
の低下、歯根間距離と歯冠形態に起因する上顎両側
中切歯間のブラックトライアングル、加えて下顎左
側中切歯喪失後の長期間放置に由来する両隣在歯の
近心傾斜を生じていた。
【治療方針】
　欠損した臼歯部にインプラントを埋入して咬合挙
上を行い、その後、矯正治療を開始する治療計画を
立案した。
【治療経過】
　全顎的なプロビジョナルレストレーションを装着

し、咬合高径と機能運動に問題がないことを確認
し、補綴処置を行った。
【考察】
　臼歯部喪失により咬合高径の低下を生じている症
例に対して矯正治療を併用する場合、インプラント
埋入と咬合挙上の介入時期等、考慮すべき項目は多
い。今回、インプラント埋入を先行して咬合挙上を
行ったが、これにより矯正治療対象歯の咬合接触が
回避でき、結果的に動的期間を短縮することができ
た。
【経過】
　現在のところ、良好な状態を維持している。

【緒言】
　今回我々は、ヘビースモーカーで重度の歯周病が
認められ、幼い頃よりあおむけで寝れずにうつぶせ
寝をしている、巨舌症を伴ったアクロメガリ―を疑
った矯正患者を経験したので報告する。
【症例】
　30歳　男性　Angle Ⅰ級　開口
【既往歴】
　幼い頃左目の斜視を認め手術を行った。
【現病歴】
　学生の頃は、それほど気にならなかったが、20代
で歯並びがおかしくなってきた。また、最近歯肉か
らの出血と動揺を認める。むし歯と親知らずも気に
なる。

【主訴】
　歯並びが気になる。
【治療方法】
　まずは、歯周病に対する、初期治療を行った。そ
の後、歯周病に注意しながら上下左右の第1小臼歯
の抜歯を行い矯正治療を行った。また、アクロメガ
リ―を疑わせる所見も報告する。
【考察】
　進行した歯周病であったので、歯牙の動揺に気を
つけゆっくりと治療を行った。幸いにも、特に歯牙
の脱落もなく、理想的な咬合状態が獲得できた。ま
た、アクロメガリー及び睡眠時無呼吸症候群の精査
は、検討中である。

【考察】
　近年、周術期の口腔機能管理の重要性が認識され
ている。特に高齢や免疫機能低下の患者で、口腔内
の細菌は全身感染のリスクを高め、周術期の適切な
口腔ケアは、手術の成功や感染予防に直接関わる。

【結論】
　経年的に口腔機能管理を受ける患者数は増加傾向
であった。今後はさらに、かかりつけ歯科とも連携
し口腔機能管理を行っていきたい。
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0-8）歯周病専門医院で日常行っている歯周基本治療
　　○濵口茂雄　南部地区、浜口歯科医院
【緒言】
　開業して30年近くになります。開業当初より、う
蝕予防と歯周病治療を積極的に取り組んで参りまし
た。その結果、多くの8020達成者を輩出していま
す。そこで今回、当医院で行っている歯周基本治療
について報告いたします。
【方法】
　①診査項目と術式
　②プラークコントロール・SRPの術式
　③歯周基本治療の主役となる衛生士教育の実際を
報告いたします。

【結果】
　沖縄県歯科医師会に届けられた8020達成者1119名
のうち、当医院の患者さんは63名で、全体の5.6％
を占めています。（2023年10月12日現在）
【結論】
　歯周基本治療は、患者さんの負担も少なく、これ
を正確に行うことにより、歯の健康維持に極めて有
効であると考えられる。
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Ⅰ　報告事項
１．今大会ではセンタースタッフが一昨年より準備

してきた下記演題①、②の調査研究についてポ
スターによる発表を指導した。

演題①�全身麻酔下での多数歯齲蝕治療が口腔内細菌
数に与える影響、〇運天千里、平塚正雄、
他。

　口腔細菌数が多い多数歯齲蝕のある小児患者で
は、全身麻酔下歯科治療により有意に口腔細菌数を
減少させ、バイオフイルム感染症を改善することが
明らかとなった。この結果は当センターでの口腔衛
生指導や歯科衛生指導においてエビデンスのある指
導に繋がるものと考えられる。
演題②�自閉スペクトラム症児の口腔内細菌数と口腔

環境との関連性、〇仲島瑠菜、平塚正雄、
他。

　自閉スペクトラム症児の口腔内細菌数は含糖飲料
水の摂取状況により影響を受けることが明らかとな
った。今回の研究結果より、当センターで管理して
いる自閉スペクトラム症児のバイオフィルム感染症
予防に関するエビデンスのある口腔衛生指導や歯科

衛生指導に今回の研究結果は繋がるものと考えられ
る。

２．QR会員証による参加者受付登録のサポート
（IT委員会メンバーとして）
　今回の学術大会から参加者の参加状況、認定医・
専門医・認定歯科衛生士の単位取得のIT化を図る
ために、IT委員会（平塚所属）で準備してきたQR
会員証による参加証明のIT化を実践した。スマー
トフォン利用者が前提となるため、数名の参加者は
QRコードの印刷が必要であった。スマートフォン
によるQRコードの表示がうまくできない参加者も
多いと予測されたことから、大会期間中は対応要員
としてIT委員会メンバーが総合受付に待機し、サ
ポートを行った。次年度の沖縄大会においても同様
な対応が必要になるため、総合受付は広めのスペー
ス確保が必要と思われる。

３．地域関連団体代表者会議に地域医療委員会オブ
ザーバーとして出席

　本学会に関連する地域関連団体は障害者歯科アク

日時：令和５年11月10日（金）〜12日（日）午後２時〜午後５時
場所：札幌市　ロイトン札幌

● 県外報告 ●

沖縄県口腔保健医療センター 診療部長　平　塚　正　雄

第40回日本障害者歯科学会学術大会
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ティブネットワーク九州を含め９団体が承認されて
おり、学術大会開催時に代表者会議を開催し、地域
の情報収集や関連団体が開催する講演会や講習会，
シンポジウムなどに対する支援の内容や方法を協議
している。今回の会議では、本学会の公益化に伴う
今後の地域関連団体との関係や支援内容について意
見交換が行われた。次年度の沖縄大会でも大会期間
中の昼食時間帯を利用して開催される予定である。

４．委員会企画２　シンポジウム　地域医療委員会
オブザーバーとして

　「今、岐路に立つ地域の障害者歯科医療Part2－地
域で活躍する口腔保健センターの現状と課題、そし
て未来－」のテーマでシンポジウムを企画した。
　今回のシンポジウムでは、口腔保健センターが存

在しない地域としての取り組みや地域の保健センタ
ー協力医として自院やセンターでの障害者歯科の取
り組み、センターのある地域で入院設備のある1.5
次歯科診療所の取り組みについて、それぞれのシン
ポジストが講演した。地域の障害者歯科医療を支え
る異なった歯科医療資源の存在とその施設での取り
組みが紹介され、地域の障害者歯科医療モデルとし
て有益な情報が提供されたシンポジウムであった。
この地域医療委員会企画は次期大会においても企画
される予定であり、本学会地域医療委員会メンバー
の勝連委員を中心にその準備を始めていく予定であ
る。テーマとしては地域障害者歯科医療を支える歯
科開業認定医と地域診療支援病院歯科とのオープン
システムによる連携などを検討していく予定であ
る。
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　持続可能な医療のための安全管理としてオンライ
ンにて開催されました。

式　　次　　第
　司　会　九州大学病院特任准教授　鮎澤　純子

１．開会挨拶　　　　　九州厚生局長　大鶴　知之
２．医療安全対策の動向
　　厚労省医政局地域医療計画課室長　松本　晴樹
３．�佐賀県医療安全支援センターに寄せられる相談

事例　　佐賀県医療企画担当係長　宮原　亨宗
４．�“おひとりさま” 医療安全管理者の活動のポイ

ントや工夫
白岡中央病院医療安全管理課課長　渡邊　幸子

５．施設環境から考える医療安全
工学院大学建築学部教授　筧　淳夫

６．DX推進による働き方改革
　　患者中心の安心、安全の医療を目指して

HITO病院副院長　園田　幸生
７．�米国における医療専門職の働き方とチーム医療

における医療安全への試み
　　　ハーバード大学医学部

リサーチアソシエイト　シュノック久美子
８．パネルディスカッション　　座長　鮎澤　純子
　　　　　　　渡邊　幸子、筧　淳夫、園田　幸生
　　　　　　　　　　　シュノック久美子　敬称略
　長時間にわたるワークショップでしたが、日本の
医療安全施策はまだ浅く、1999年から2000年に起き
た心臓手術予定患者と肺手術予定患者を間違えてそ
のまま手術が行われた件、術後患者血管内に血液凝
固阻止剤と消毒薬間違えて点滴し死亡、等々多くの
医療過誤が起こった。「人は誰でも間違える」こと
を前提に間違っても（事故を起こしても）障害に至
らないようにするにはどうすればよいかを提言。
　医療安全対策における考え方、1990年代は医療従
事者個人の努力に依拠する。2000年代以降は個々の

要素の質を高めつつシステム全体を安全性の高いも
のへと変化。
　医療安全は、「誤り」に対する個人の責任追及よ
りもむしろ、起こった「誤り」に対して原因を究明
しその防止の為の対策を立てていくことが重要。
　その中で国として医療機関の安全対策はもちろん
患者の安全を最優先、その中に患者の苦情、相談に
対応する体制の整備をあげている。今後患者からの
種々のクレーム苦情を国から何等かの行政指導が行
われないか心配な点もある。
　医療相談センターに寄せられる相談苦情事例では
40％が職員の対応、29％が医療行為医療内容で患者
と医療機関側のコミュニケーション不足に起因する
ものが多い。
　医療安全管理者（院長）の活動のポイントや工
夫として、組織を整備するだけでなく機能させる
には、一人で頑張らず皆を巻き込む（皆の力を借り
る）スタッフの自立を促す（アドバイス、教育）顔の
見える医療安全管理者を目指すにはスタッフとコミ
ュニケーションを取りながら上からの命令ではなく
対等に。現場に寄り添う姿勢（絶対に責めない‼）
事故発生時は当事者に寄り添う。なるべくノルマを
課さない。
　医療安全管理者がやってはいけない事として以下
があげられる。
１．責任追及、犯人捜し
２．理想論、正論を主張
３．常にトップダウンで指示
４．杓子定規的な考え方
５．職種バランスを考えない改善方策の実施
６．曖昧な（具体性に欠ける）改善方策の実施
７．結果から判断した改善方策（再発防止策）の実施
８．現場で遵守できないような手順の作成
９．文書のみでの情報収集や情報発信
　インシデント発生時に時々見られる事として誰も

日時：令和５年11月29日（水）午前９時〜午後５時
場所：WEB

● 県外報告 ●

医療管理・医業経営理事　邊土名　朝　憲

九州沖縄地区医療安全に関するワークショップ
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悪くないのに結果が悪い。良かれと思ってやった。
誰かがやってくれると思った。忙しいから早くやろ
うと思った。知っていると思って確認しなかった。
院長に怒られるから黙っていた。等々コミュニケー
ション不足と院長の上から目線は避けるべき。も
う一度、医療安全とは安全な医療のシステムの構
築？Patient　Safety　患者安全では？JCIではIPSG
（International Patient Safety Goal）国際患者安全
目標としている。医療安全管理とは、医療事故防止
対策？ヒュウマンエラー対策？インシデントレポー
ト、医療安全に関する研修、インフォームドコンセ
ント説明納得同意、医療苦情相談対応、医療機器安
全、医薬品の安全、院内感染対策、院内暴力対策、
リスクマネジメント、これは何のため、誰の為、あ
くまでも患者が安心安全な医療を受けられる医療環
境を整える事が大事である。
　米国においてインシデントレポートはアプリを使
用して院内ネットワークからアクセス可。レポート

も多岐にわたる。患者経験、ケアと治療、コミュニ
ケーション問題、患者の問題行動暴力等、投薬の過
誤、副作用、医療行為での事故、プライバシー保
護、検査検体の誤り、感染はプロトコル非尊守によ
る空気感染、コンプライアンス問題、暴露（血液、
体液）医療機器の故障、安全セキュリティ、敷地内
での自動車事故爆破予告、武器等、些細な事でも
WEBフォームからインシデントレポートを提出シ
ステムにより自動送信、調査解決策の実施。スタッ
フがエラーを恐れず報告できる文化が築かれている
感がある。歯科では情報が少ないため皆で共有する
必要があります。2023年10月より歯科ヒヤリハット
事例収集等事業がスタートします。多くの歯科診療
所が参加し事例報告が重要で患者を安全にそして医
療従事者自身の身を守るために登録お願いします。
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　令和５年11月６日、令和５年度第２回沖縄県高齢
者福祉対策推進協議会が開催された。参加者は、前
回同様、高齢者福祉に関連する医療、介護、大学教
授、関連団体からの代表20人（参加したのは、18
人）と沖縄県子ども生活福祉部で会議は行われた。
　今回の会議も第９期沖縄県高齢者保健福祉計画策
定に向け、各団体の現状や、意見を求めていく形
で、会議は進められた。
　会議に先立ち、沖縄県歯科医師会として、質問状
をお送りしておりました。
　沖縄県の第８期計画事業、特に歯科関連事業につ
いての評価を沖縄県に求めたところ、評価に関する
回答はなかった。これは、沖縄県が場当たり的で、
歯科関連の事業まで把握が出来ておらず、かつ活動
を沖縄県歯科医師会に丸投げの状態になっているこ
とが示唆された。
　沖縄県歯科医師会は今後予想される歯科関連職種
である歯科医師、歯科衛生士、歯科技工士の人員の
減少傾向に対する人員確保を目的とした対策や行動
を真剣に実践していく必要があり、また、第９期以
降の骨子案の中にその内容を盛り込み、沖縄県にも

積極的な協力を得ていく必要があると強く考える。
それは、他職種においても同様の人手不足の現状は
変わらず、特に介護福祉士に関しては、介護福祉士
の専門学校が4校あるが、令和６年度より、その内
の2校が新入生の募集を行わないことを決定してお
り、今後益々介護福祉士の減少傾向が予想され、そ
のことに対し、沖縄県の協力を求める発言が会議内
で多かった。
　当会においても、現状として宮古地区のように義
歯を作成する歯科技工士を地域において確保出来な
くなっている地区も出てきており、このような状況
は、他の地区においても起こり得ることは容易に予
想され、危機感を持って、今後検討し、行動に移さ
なければならない状況だという認識を各会員が持ち
合わせなければなりません。
　今後も沖縄県に対し、歯科関連職種が全県で不足
している状況にあり、そのことが高齢者福祉や支援
に影響していくことをお伝えし、骨子案内にその内
容に対する対策案を盛り込んで頂き、沖縄県の協力
を得られることに繋げていきたいと考える。
　以上をもって、会議報告とする。

日時：令和５年11月６日（月）午後１時30分〜午後４時30分
場所：八汐荘　屋良ホール

● 県内報告 ●

地域保健委員会委員　高　良　孔　明

令和5年度第2回沖縄県高齢者福祉対策推進協議会
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次　　第

《第一部》10：00～13：00
司会　学術委員　崎浜　秀海

10：00
開　　　会　　司　会
主催者挨拶　　沖縄県歯科医師会
	 学術担当理事　金子　智之
講 師 紹 介　　司　会
講　　　演　　講師　DH HIYOKOCLUB
	 代表　堤内　久枝 先生
12：50
質 疑 応 答　　司　会
13：00
第一部閉会　　司　会

休　　憩（13：00～13：45）

《第二部》13：45～16：30
司会　学術委員　崎浜　秀海

13：45
開　　　会　　司　会
16：20
質 疑 応 答　　司　会
16：25
感謝状贈呈　　沖縄県歯科医師会
　　　　　　学術担当理事　金子　智之
16：30
第二部閉会　　司　会
　11月19日に昨年度に引き続き、講師に堤
内久枝先生、大江亜希子先生をお招きし
て、『歯周病を治せる歯科衛生士を目指そ
う』を研修テーマにして、歯科衛生士向け
の研修会を行いました。参加希望の28人全
員が出席しての開催となりました。

　第一部は主に座学、第二部はマネキンに顎歯模型
を付けてSRP実習を行いました。実習は、部位ごと
に詳しく説明していただき、又講師のお二人は、実
習中に受講生の間を回り、細かく指導して頂きまし
た。
　受講した衛生士のアンケートから、「基礎とは違
ったSRPを教わってとても勉強になった」「今日の
話を医院に持ち帰ってスタッフで共有したい」「又
このようなセミナーに参加したい」など、うれしい
感想が聞けました。

日時：令和５年11月19日（日）午前10時〜午後４時30分
場所：沖縄県口腔保健医療センター　大研修室

● 県内報告 ●

学術委員副委員長　崎　浜　秀　海

令和５年度歯科医療従事者技術向上支援研修会
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　本研修は、災害医療に携わる県及び市町村の行政
職員、保健医療関係者を対象として、大規模災害時
の医療救護活動の調整に関する研修を実施すること
により、災害医療体制の充実・強化を図ることを目
的として行われている。
　参加者全体が６班（各班６名程度）に分かれて、
ワークショップ形式で大規模災害時の医療救護活動
の調整について学んだ。最後の２時間半にわたるチ
ーム運営演習で、２班合同で災害対策本部のロール
プレイを行った。沖縄県浦添市で大災害が発生し、
健康保健相談センターに災害対策本部を設置したと
言う設定で、リーダー・サブリーダー（救護担当・
物資担当etc.）・通信担当・記録（クロノ作成）担
当・補助等を演じ、災害対策本部に支給された２台
の携帯電話から発信される、被災側／派遣側からの

種々な要請に対応すると言う課題に取り組んだ。
　簡単に言えば、災害対策本部のお仕事体験をする
ことがこの研修の最終目的であり、そこに至るまで
のワークショップで必要な基礎知識を学ぶ、と言う
構成であった。災害対策本部への様々な要請に対し
て、淀みなく的確な対応を行う（特に、連絡内容の
的確な記録を残し、正確な時系列情報を作成する）
ことの難しさを体感し、そのためにはチームワーク
（常からお互いを理解していること）の重要性を痛
感した。
　元日に能登半島地震が発生したこともあり、参加
者からは特別な緊張感が感じられた。実際に災害医
療チームとして派遣予定の、災害資格をもつ参加者
の方から、間接的ではあるが現状について知ること
もでき、実りの多い研修会であった。

日時：令和６年１月６日（土）午前９時〜午後５時
場所：沖縄産業支援センター　大研修室

● 県内報告 ●

専務理事　屋　嘉　智　彦

沖縄県災害医療コーディネート研修

災害医療コーディネート研修会
9：00 ～ 9：15 0：15 受付
9：15 ～ 9：20 0：05 開会挨拶
9：20 ～ 9：25 0：05 研修の意義
9：25 ～ 9：35 0：10 被害想定確認
9：35 ～ 10：15 0：40 情報ー記録、抽出、決定（キロケ）
10：15 ～ 10：20 0：05 休憩
10：20 ～ 11：00 0：40 情報ー避難所評価演習 HAE40
11：00 ～ 11：45 0：45 つなぐー組織・救護班をつなぐ 50
11：45 ～ 11：50 0：05 休憩
11：50 ～ 12：30 0：40 つなぐ、解決するーヒモバシルトキ 40
12：30 ～ 13：30 1：00 昼食
13：30 ～ 14：10 0：40 ちーむーチーム作り
14：10 ～ 14：15 0：05 チーム運営演習 HAG 説明 05
14：15 ～ 14：20 0：05 休憩と移動
14：20 ～ 16：50 2：30 チーム運営演習 HAG150
16：50 ～ 17：00 0：10 振り返り

県の災害医療体制 0：15：00

youtube

災害被害想定作成について 0：11：11
事前学習共通 1「保健医療福祉調整の重要性」 0：16：44
事前学習 2「情報記録」 0：09：10
事前学習 3「避難所生活とその評価」 0：08：34
事前学習 4「つなぐ」 0：19：08
事前学習 5「チーム作り」 0：21：32
事前学習 6「支援を受ける」 0：06：25

1：47：44
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　平素より、本会会務運営に関しまして御協力を賜り厚くお礼
申し上げます。
　さて、時節柄出費多端の折にもかかわらず、この度赤い羽根
共同募金へのご寄付にご協力頂きまして衷心より感謝申し上げ
ます。

　お寄せいただいた浄財（1,023,000円）は、本会館において

12月14日に沖縄県共同募金会へ贈呈させて頂きました。

赤い羽根共同募金のご寄付について（お礼）赤い羽根共同募金のご寄付について（お礼）
令和5年度

令和３年度共同募金による令和４年度広報事業への配分実績一覧
法人名 市町村 事業名 配分額

（一社）みらい 中城村 車両購入事業 960,000

（公社）沖縄県母子寡婦福祉連合会 那覇市 母と子のつどい 531,000
母と子の楽しい運動会 23,000

（公社）沖縄県精神保健福祉会連合会 南風原町 精神保健福祉家族大会 2022 の開催 618,000

（公社）日本オストミー協会沖縄県支部 那覇市 九州ブロック会議 26,000
オストミービジター県外研修派遣事業 70,000

（公社）日本てんかん協会　沖縄県支部 南風原町 全国支部活動者会議及び総会 中　止
（特非）防災サポート沖縄 沖縄市 地域防災力強化事業 430,000
（特非）沖縄県脊髄損傷者協会 浦添市 脊髄損傷者及び介護者リフレッシュ事業 288,000
（特非）Peace 那覇市 車両購入事業 1,645,000
（特非）ロービジョンライフ沖縄 那覇市 車両購入 710,000
（特非）ToiToi 沖縄市 リハビリ器具の購入事業 1,195,000
（特非）沖縄市障がい者福祉協会 沖縄市 eスポーツ活動事業 57,000

（福）沖縄県社会福祉協議会 那覇市

福祉情報おきなわ発行事業 1,002,000
THANKS（サンクス）運動推進事業 2,552,000
市町村社協支援事業 1,660,000
第 65 回沖縄県社会福祉大会開催事業 1,970,000

（福）沖縄県身体障害者福祉協会 八重瀬町 第 55 回沖縄県身体障害者福祉大会 428,000

（福）たまん 糸満市 感覚統合訓練器具購入事業
（こども発達支援センターココイク） 360,000

（福）愛恵福祉会 南風原町 車両購入（送迎用バス） 中　止

ＤＥＴ沖縄 那覇市
DET を応用したインクルーシブ研修 617,000
課題別（災害時・多文化共生）インクルー
シブ研修のための調査と研修開催 613,000

沖縄県母子生活支援施設協議会 那覇市 第 56 回九州ブロック母子生活支援
施設研究大会（沖縄大会） 中　止

Okinawa　Hurricanes
（沖縄ハリケーンズ） 浦添市 第 24 回車いすラグビー日本選手権

大会　予選リーグ 440,000

SEASIRS（シーサーズ） 沖縄市 第 42 回朝日九州車いすバスケット
ボール選手権大会 331,000

沖縄フェニックス 那覇市 第 34 回　日本車いすツインバスケット
ボール日本選手権九州地区予選大会 中　止

沖縄県障害者卓球協会 南風原町 第 41 回九州障害者卓球選手権（福
岡県）大会派遣事業 261,000

沖縄県障害者スポーツ指導者協議会 八重瀬町 沖縄県障がい者ボッチャ（パラス
ポーツ）講習会 80,000

沖縄県児童養護協議会 那覇市 第 34 回沖縄県児童福祉施設スポーツ大会 130,000
沖縄県保護司会連合会 那覇市 令和 4 年度　沖縄県更生保護大会 50,000

沖縄県民生委員児童委員協議会 那覇市

令和 4 年度全国児童委員活動研修会派遣事業 中　止
令和 4 年度小規模離島民児協全国大会派遣事業 313,000
令和 4 年度全国民生委員・児童委
員リーダー研修会派遣事業 中　止

令和 4 年度全国民生委員指導者研修会派遣事業 75,000

全国心臓病の子どもを守る会沖縄県支部 那覇市 療育キャンプ（東村つつじエコパーク） 90,000
九州ブロック研修会派遣事業（熊本県） 中　止

沖縄県網膜色素変性症協会
（JRPS 沖縄） 豊見城市

第 10 回総会並びにアイフェスタ開催事業 58,000
社会見学を兼ねた患者家族の交流事業 77,000
世界網膜の日 in 山陰　派遣事業 196,000

27 団体 39 事業 合　計　 17,856,000

令和 4 年度市町村社協への配分実績一覧
市町村社協 配分類

名 護 市 社 会 福 祉 協 議 会 3,088,834
うるま市社会福祉協議会 7,821,982
沖 縄 市 社 会 福 祉 協 議 会 5,964,164
宜野湾市社会福祉協議会 4,537,487
浦 添 市 社 会 福 祉 協 議 会 6,175,196
那 覇 市 社 会 福 祉 協 議 会 9,425,042
豊見城市社会福祉協議会 2,449,668
糸 満 市 社 会 福 祉 協 議 会 3,013,110
南 城 市 社 会 福 祉 協 議 会 5,785,516
宮古島市社会福祉協議会 2,455,135
石 垣 市 社 会 福 祉 協 議 会 3,179,678
国 頭 村 社 会 福 祉 協 議 会 1,249,424
大宜味村社会福祉協議会 1,523,968
東 村 社 会 福 祉 協 議 会 523,607
今帰仁村社会福祉協議会 1,593,501
本 部 町 社 会 福 祉 協 議 会 2,108,355
恩 納 村 社 会 福 祉 協 議 会 1,986,410
宜野座村社会福祉協議会 982,403
金 武 町 社 会 福 祉 協 議 会 1,269,855
伊 江 村 社 会 福 祉 協 議 会 1,033,021
伊平屋村社会福祉協議会 654,247
伊是名村社会福祉協議会 782,798
読 谷 村 社 会 福 祉 協 議 会 3,330,402
嘉手納町社会福祉協議会 2,360,251
北 谷 町 社 会 福 祉 協 議 会 2,725,095
北中城村社会福祉協議会 3,378,193
中 城 村 社 会 福 祉 協 議 会 2,583,186
西 原 町 社 会 福 祉 協 議 会 3,572,000
八重瀬町社会福祉協議会 5,960,083
与那原町社会福祉協議会 2,326,108
南風原町社会福祉協議会 4,665,421
久米島町社会福祉協議会 1,087,680
渡嘉敷村社会福祉協議会 355,448
座間味村社会福祉協議会 360,195
粟 国 村 社 会 福 祉 協 議 会 291,145
渡名喜村社会福祉協議会 535,760
南大東村社会福祉協議会 391,988
北大東村社会福祉協議会 255,051
多良間村社会福祉協議会 646,644
竹 富 町 社 会 福 祉 協 議 会 2,953,353
与那国町社会福祉協議会 1,258,006

合　　　計 106,639,410
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　この度、公益社団法人日本学校歯科医会並びに、
公益財団法人日本学校保健会が主催します、第62回
全日本学校歯科保健優良校表彰におきまして、沖縄
県立豊見城高等学校と、那覇市立石田中学校が表彰
されました。
　本事業は、文部科学省の学校歯科保健参考資料
「『生きる力』を育む学校での歯・口の健康づく
り」の理念に基づき、学校教育目標の具現化を目指
した活動を推進し、全国的に範とするに足る成果を
挙げた学校の表彰を行い、もって幼児・児童生徒の
歯・口の健康づくり等を目指した確かな健康観の育
成に資することを目的としています。

　豊見城高等学校におきましては日本学校歯科医会
会長賞を、石田中学校におきましては奨励賞を受賞
されました。
　受賞されました二校に対しまして、心よりお祝い
申し上げますとともに、より一層の歯科保健推進を
祈念いたします。

学校歯科担当理事　玉　城　　　斉

第62回（令和5年度）全日本学校歯科保健優良校表彰第62回（令和5年度）全日本学校歯科保健優良校表彰
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　11月22日（水）、コロナ渦の影響から徐々に日常を
取り戻してきた中、学生や保護者に見守られなが
ら、本校にて登院式が執り行われた。歯科衛生士を
目指す学生たちが、初めて臨床実習に臨む前の大事
なセレモニーで、歯科衛生士という職業を実際の現
場で体感し、これまで学んだことを確認し理解を深
めていくうえで転機となる行事である。
　会場の明かりを落とし、ナイチンゲール像に灯さ
れた灯を、名前を呼ばれた学生が順に自身の持つ燭台
に受け取り、全員が受け終え整列すると、誓詞を朗読
する。厳かな雰囲気で式は進み、緊張感が漂う中、学生
たちもリハーサルとは違い真摯に向き合っていた。
　学生たちは臨床実習に向けてのオリエンテーショ
ンで、現場に出た際の立ち振る舞いや、学習意欲な
どを厳しく指導されており、そのせいか、いつもよ

り緊張感のある式だったように感じた。
　また、校長からも例年より厳しめな訓示があり、
保護者向けへの説明会でも理事や職員から臨床実習
の大切さや、現場の厳しさや受け入れ側の苦労など
も伝えたところ、保護者からの反響も大きなものだ
った。
　実際に臨床実習に入ると、今まで学習したことを
現場で体験することによって、時には戸惑いや不安
を感じることもあるが、担当教員や家族、実習現場
のサポートを受け、学生たちが新しい学びを楽し
み、そして目標を得られることを切に願う。
　学生気分から、国家資格を得て社会に出ていく準
備として臨床実習に励み、一医療人として地域に貢
献できるように成長できるよう、これからもサポー
トしていきたい。

登院式令和5年度

沖縄歯科衛生士学校担当理事　中　地　昭　雄
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　12月22日（金）、本校独自の奨学金授与式が行われ
た。成績・出席状況・生活態度等の優れた学生に対
し、米須敦子校長より奨学金の授与が行われた。
　今回対象となったのは、各学年で優秀だった上位
２名の６名の学生である。
　１年生は、初めての授与式で制度に驚いていたよ
うだった。また、２・３年生の奨学生からは、昨年
度の米須校長の「努力すれば誰にでもチャンスはあ
る」という言葉を実践した！という表情と喜びの声
が聞かれた。
　奨学生代表挨拶として、３年生の宮里椎菜さん
は、受賞のお礼と喜びに加え、「1年生はこれからよ
り専門的な講義や学内実習が増えること、２年生に
は臨床実習と学業の両立を乗り越えて成長してほし
い」と、後輩達にエールを送った。また、｢冬休み
はしっかり勉強し、３月の国家試験には全員揃って
合格しよう！｣と３年生を鼓舞していた。
　米須校長からは、コロナ禍から通常の状況に戻り

つつあること、本校は「歯科衛生士」という職業教
育の場であり、クラスメイト協力して全員で「歯科
衛生士になる」という目標に向かって頑張るよう激
励があった。
　奨学生代表挨拶や、クラスメイトが舞台に上がり
表彰される姿は、学生にとって良い刺激となり、上
級生は受賞者がほぼ毎年入れ替わり、この制度を通
して学生同士が成長することに繋がっていることを
実感する。教育理念である「豊かな人間性を養い地
域社会の健康と福祉に貢献できる歯科衛生士を育成
する」を今後も学校運営委員会・教務一丸となっ
て、推し進め卒業生が会員の先生方のもとへ旅立て
るよう努力しようと改めて感じる式となった。

令和5年度 奨学金授与式
沖縄歯科衛生士学校担当理事　中　地　昭　雄
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　昨年11月12日（日）、衛生士学校3年生を対象とし
た就職説明会が行われた。
　前年度より、極力学校側の負担を軽減するよう取
り組んでおり、今回もその一環として県歯の大研修
室を会場とした。約30医院の参加をいただき、学生
たちにとって普段講義や実習等で関わりのない医院
の雰囲気を知るにも良い機会になったと思われる。
　以前のように時間を決めて学生を回らせるのでは
なく、一般企業の説明会のように学生自身が興味を
持った医院のブースへ自由に話を聞きにいけるよ
う、時間制限等は設けずに行った。賛否あることは

承知しているが、これが本来の説明会の形であると
考えている。
　今後も新卒の人材不足は続くことが予想されるの
で、復職希望者も交えた説明会へと対象を拡大して
いくことも検討している。

令和5年度

就 職 説 明 会
沖縄歯科衛生士学校担当理事　中　地　昭　雄
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（
水
曜
日
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●
令
和
５
年
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日
（
水
曜
日
）
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曜
日
）

●
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年
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18
日
（
水
曜
日
）
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水
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日
）

●
令
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年
12
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20
日
（
水
曜
日
）
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■ 令和５年度　第11回定時理事会（通算16回）令和５年11月28日（火）午後８時　口腔保健医療センター
Ⅰ．承認事項

１．沖縄県歯科医師会会員（第１種）の退会について　
２．沖縄県歯科医師会疾病共済金申請について　
３．寄付された金品の収受及び使途について　　
４．「第20回記念沖縄県介護支援専門員研究大会in那覇」開催における後援名義使用について

Ⅱ．議事事項
第１号議案　沖縄県歯科医師会会費減額に関する件　　
第２号議案　沖縄県歯科医師会会長表彰推薦に関する件
第３号議案　令和５年度在宅医療関連講師人材養成事業研修会に係る参加者の推薦に関する件
第４号議案　沖縄県エイズ対策連絡協議会委員の推薦依頼に関する件

Ⅲ．協議事項
１．令和６年度事業計画について　
２．九州各県医療管理・医療安全対策担当者会への委員参加について

IV．報告事項
１．令和５年度九州各県歯科医師会地域保健担当者会出席報告
２．令和５年度九州各県歯科医師会学術担当者会開催報告　　
３．第37回沖縄県歯科医学会開催報告　
４．令和５年度九州各県歯科医師会広報担当者会出席報告　　
５．令和５年度歯科医療従事者技術向上支援研修会開催報告　
６．令和５年度第２回沖縄県高齢者福祉対策推進協議会出席報告　　
７．第40回日本障害者歯科学会第２回社員総会・会員総会・学術大会出席報告
８．医療機能情報提供制度に係るＧ－ＭＩＳ新規ユーザー登録申請の周知について
９．学術講演会（江崎グリコ株式会社）の案内について
10．令和５年度公益社団法人日本学校歯科医会会長表彰被表彰者の決定について
11．オンライン請求への移行を促進するための周知広報資料等の送付について
12．令和５年度学校歯科保健関係の地方交付税措置の主な内容について
13．フリーランス・事業者間取引適正化法等に関する周知等について
14．噛むカムチェックガムに関するアンケートについて
15．「日本糖尿病協会登録歯科医のための講習会」への協力依頼について
16．職業紹介事業者を安心して利用するために
17．委員会報告
　　①センター　　　②学校歯科　　③学術
　　④医療管理・医業経営　　　⑤調査広報

Ⅴ．その他
１．会員の日本歯科医師会退会の意見書について
２．センター診療状況について　
３．令和５年度小規模県歯科医師会アンケート調査について
４．各委員会の活動報告・委員紹介について
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５．非常用発電装置の自動電圧調整器の取替について
６．第129回日本解剖学会総会・全国学術集会の協賛依頼について
７．沖縄県那覇警察署捜査関係事項照会署について
８．職員の給与表について
９．障害者支援施設からの職員への口腔ケア研修・歯科健診と歯科治療の問い合わせについて

■ 令和５年度　第12回定時理事会（通算17回）令和５年12月12日（火）午後12時45分　口腔保健医療センター
Ⅰ．承認事項

１．第57回沖縄県知的障がい者教育・福祉・就労研究大会の後援について

Ⅱ．議事事項
第１号議案　公益社団法人沖縄県小児保健協会委員就任に関する件　
第２号議案　８０２０推進運動『いい歯キラメキ2025』キャンペーン主催依頼（サンスター株式会社）に関する件
第３号議案　令和５年度｢健康おきなわ21｣推進協議会構成員の推薦に関する件
第４号議案　歯科医療従事者の表彰推薦（勤務30年以上）に関する件
第５号議案　口腔咽頭カンジダ症治療剤「オラビ錠口腔用50mg」DI説明会（久光製薬株式会社）実施依頼に関する件
第６号議案　九州各県担当者会役員旅費に関する件

Ⅲ．協議事項
１．令和６年度事業計画について

IV．報告事項
１．第87回全国学校歯科保健研究大会出席報告　　
２．沖縄県老人クラブ連合会健康づくり支援事業リーダー養成講習会講師報告　
３．都道府県歯科医師会事務長事務連絡会出席報告　
４．令和５年度第２回沖縄県社会福祉協議会評議員会出席報告
５．毎月勤労統計調査（第一種事業所調査）への調査協力に係る管下事業所への周知・協力依頼について
６．「沖縄県歯科診療ネットワーク」マニュアルの改定について
７．酸化エチレン（エチレンオキサイド）の使用・排出実態把握について
８．第57回沖縄県母子保健大会県知事表彰の決定について
９．第57回沖縄県母子保健大会における大会長表彰の決定について
10．第55回沖縄県公衆衛生大会における被表彰者決定について
11．令和５年度沖縄県医事功労者知事表彰の決定について
12．掛金見直し（歯科医師国民年金基金）に関する周知依頼について
13．「沖縄県血液等暴露後ＨＩＶ感染予防薬整備事業」の周知について
14．オンライン資格確認等システムの運用開始日の入力のお願いについて
15．訪問診療等・オンライン診療等におけるオンライン資格確認（居宅同意取得型）導入に関するリーフ

レットの送付について
16．「「オンライン診療の適切な実施に関する指針」に案するＱ＆Ａについて」の相手医について
17．「マイナ保険証利用促進のための医療機関等への支援（案）」について
18．令和５年度がん教育等外部講師連携支援事業「がん教育シンポジウム」の開催について
19．沖縄県がん対策推進計画の変更に係る県民意見の募集について
20．県民が安心して暮らせるための四師会協議会医療・介護人材の育成・確保対策ワーキンググループ第

４回在宅ノウハウ連携研修「在宅医療はワンチームで　～認知症～」の配信について
21．日本歯科医師会会員限定キャッシュレスサービス「Pay Light by stera」の手数料率の引き下げについて
22．「令和５年度沖縄平和賞シンポジウム」に係る周知依頼について
23．身元不明遺体に関する捜査協力依頼について
24．令和５年度生涯研修セミナー（Ｂチーム・第２回）について
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25．グレースビット錠50mgの限定出荷に関するお詫びとお知らせについて
26．新型コロナウイルス感染症対応「日本歯科医師会休診補償制度」について
27．社会保険診療報酬点数表早見表について　
28．個人立の医療機関等が参加法人等として参加できる地域医療連携推進法人に関する留意点について
29．委員会報告
　　①学校　　　②地域保健

Ⅴ．その他
１．業務委託契約書（旧大城マネジメント研究所）変更について　
２．センター診療状況について
３．令和５年度第３回中央区多職種連携研修会における講師派遣について
４．令和５年度第２回九州各県歯科医師会専務理事会における提出講義題について
５．九地連協議会提出協議題について
６．令和５年度厚生労働省老人保健健康増進事業「認知症患者の口腔管理体制に関する調査研究事業」に

関するアンケート調査への協力依頼について

■ 令和５年度　第13回　定時理事会（通算18回）令和５年12月26日（火）午後８時　口腔保健医療センター
Ⅰ．承認事項

１．沖縄県歯科医師会会員（第１種会員）の入会について　
２．沖縄県歯科医師会疾病共済金申請について

Ⅱ．議事事項
第１号議案　厚生分野に係る令和６年秋の叙勲及び褒賞候補者の推薦等に関する件
第２号議案　令和５・６年度歯・口の健康普及啓発キャラバン（講師派遣）事業の案内に関する件
第３号議案　センター委員の増員に関する件
第４号議案　ＨＰ（ＳＮＳ含む）活用計画策定臨時委員会設立に関する件

Ⅲ．協議事項
１．令和６年度事業計画について

IV．報告事項
１．九州沖縄地区医療安全に関するワークショップ出席報告　
２．令和５年度自殺未遂者ケア研修「第２回かかりつけ医版」開催のお知らせについて　
３．「いきいきなごみ体操」ポスターカレンダー掲示と配布の協力依頼について
４．電子レセプトの請求に併せ「紙媒体等で提出される資料」の取扱いの変更について
５．令和６年度診療報酬改定の改定率について　
６．医療機器に係る物流２０２４年問題等により生じうる課題と対応策について
７．沖縄県医療推進協議会決議事項について　　
８．インボイス制度に関する周知等について　　
９．オンライン資格確認などシステム及びオンライン請求システムに係る電子証明書の更新手続き及び郵

送手数料について
10．ヤクルト本社東日本支店等による歯科啓発チラシ（第14弾）について 
11．令和５年度厚生労働行政推進調査事業（地域医療基盤開発推進研究）「歯科技工における多職種連携

の有効性に関する研究」におけるアンケートへの協力依頼について

12．委員会報告
　　①保険　　　②学校歯科　　　③センター
　　④医療管理・医業経営　　　⑤調査広報　　　⑥学術
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Ⅴ．その他
１．センター診療実績について
２．日新製糖の取引先審査申請書について
３．久光製薬の日程について

■ 令和５年度　第14回　定時理事会（通算19回）令和６年１月16日（火）午後12時45分　口腔保健医療センター
Ⅰ．承認事項

１．沖縄県歯科医師会共済金災害給付申請について
２．沖縄県歯科医師会会員の退会について

Ⅱ．議事事項
第１号議案　令和６年度事業計画に関する件
第２号議案　令和５年度第２回．３回沖縄ＣＤＥ会講演会共催に関する件
第３号議案　地域保健委員会の委員の増員に関する件

Ⅲ．協議事項
特になし

IV．報告事項
１．沖縄県災害医療コーディネート研修出席報告
２．令和５年度登院式開催報告　　
３．令和５年度歯科衛生士学校奨学金授与式開催報告
４．令和５年度第３回沖縄県保険者協議会出席報告
５．令和５年度第14回日本歯科衛生士教育学会出席報告
６．令和５年度歯科衛生士専任教員講習会Ⅵ出席報告
７．第14回沖縄ＨＩＶ臨床カンファレンス開催について
８．母子健康手帳の任意記載事項様式について
９．令和６年能登半島地震への義援金のお願いについて
10．令和６年能登半島地震における医師等の保健医療従事者の派遣及び薬局における調剤にかかる費用の

取扱いについて
11．令和６年能登半島地震への災害歯科支援チームの派遣について
12．第63回全日本学校歯科保健優良校表彰（令和６年度）の募集について
13．日本産業衛生学会九州地方会歯科保健部会2023年度第会研修会開催のお知らせについて
14．第５・６回日本口腔衛生学会認定地域口腔保健実践者研修会の開催について
15．令和６年度診療報酬改定の改定項目に係るパブリックコメントの募集について
16．沖縄県歯科口腔保健推進計画「歯がんじゅうプラン（第２次）」（案）について
17．委員会報告
　　①学校　　　②学校教務

Ⅴ．その他
１．センター診療実績について　
２．令和５年度第２回九地連協議会提出協議題の回答について　　
３．Touch On Time レコーダーの見積もりについて　
４．離島地区会員の新年会参加について

■ 令和５年度　第15回　定時理事会（通算20回）令和６年１月30日（火）午後８時　口腔保健医療センター
Ⅰ．承認事項

１．沖縄県歯科医師会疾病共済金給付申請について
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２．沖縄県歯科医師会死亡共済金給付申請について
３．沖縄県歯科医師会会員の退会について
４．令和６年度沖縄県不正大麻・けし撲滅運動、令和６年度｢ダメ。ゼッタイ。｣普及運動及び令和６年度

沖縄県麻薬・覚醒剤・大麻乱用防止運動の協賛後援名義使用について

Ⅱ．議事事項
第１号議案　令和６年度定時代議員会開催日程に関する件
第２号議案　新小学１年生おめでとうプレゼント紙面企画に関する件
第３号議案　令和６年度沖縄県北部及び離島地域の歯科衛生士確保事業補助金補助対象者認定審査会の開

催に係る委員の推薦に関する件
第４号議案　「対馬丸記念館の20周年を支える会」呼びかけ人就任依頼に関する件
第５号議案　沖縄県歯科医師会推奨商品への選定継続申請（株式会社ロッテ）に関する件
第６号議案　沖縄県歯科医師会推奨商品への選定申請（株式会社ロッテ）に関する件
第７号議案　松川拡幹先生の障害者歯科学会実行委員会メンバーへの招集に関する件

Ⅲ．協議事項
特になし

IV．報告事項
１．令和５年度医療事故調査制度研修会出席報告
２．第４回定例監査報告
３．販売中止品目について
４．貴地区の公立小学校における学校歯科保健に関するアンケート調査について
５．第３２回日本学校歯科保健・教育研究会の開催について
６．九州老年歯科フォーラムin熊本の周知依頼について
７．高年齢者就業確保措置の実施について
８．第三者行為求償事務に関する協力について
９．令和５年度厚生労働省委託事業「地域・職域連携の推進及び青壮年期におけるヘルスリテラシー向上

のためのプラネットフォーム開発調査等事業」地域・職域連携に関するイベントのお知らせについて
10．40歳未満の事業主健診結果情報に関する閲覧用ファイルの詳細な仕様及び提出に関する際周知等について
11．令和６年能登半島地震災害への義援金のお願いについて（第２次受付）
12．令和６年能登半島地震への災害歯科支援チームの派遣状況について
13．「令和６年度における指導監査等」並びに「集団的個別指導における出席者の取扱い」について
14．支払関係帳票のオンライン配信のお知らせについて
15．第８１回全国小学生歯みがき大会募集開始について
16．委員会報告
　　①学校歯科　　②地域保健・Ｐ64　　　③学校
　　④センター　　⑤医療管理・医業経営
　　⑥保険　　　　⑦広報

Ⅴ．その他
１．センター診療実績について
２．地震保険の説明会について
３．派遣旅費について
４．理事会の開催形式について
５．ＰＥＥＫについての会員啓発について
６．シーアイデキストランミックス（日新製糖株式会社）について
７．学校情報検索サイト（ＷＥＢ版）について

49

2024  January Vol 1

理
事
会
報
告



　最近の楽しみといえばもっぱらサッカー観戦である。
　『三苫の1ｍｍ』日本が歓喜した瞬間。強豪スペインに勝利し２大会連続決勝トーナメント進出を決めた。
FIFAワールドカップカタール大会から早や1年が経過した。
　今、サムライブルー（サッカー男子日本代表）はアジアの頂点を目指し、同じカタールの地でAFCアジア
カップを激戦中である。
　さて、サムライブルーと言えばキャプテンの遠藤航選手から目が離せない。ポジションはミッドフィル
ダー、攻守の要である。
　彼は、サッカー５大リーグの１つ独国ブンデスリーガにおいて２シーズン連続「デュエル王」の偉業を達
成している。所属したシュトゥットガルトでも主将を務めていた。ちなみにサッカーにおいてのデュエルと
は１対１の戦いで相手に勝つ、守り切ることである。
　現在は、本場英国プレミアリーグで首位に立つリバプールでチーム史上初となる７試合連続先発出場を果
す大活躍である。
　近年マウスガードを試合で使用するサッカー選手を見かけるようになった。
　遠藤航選手もその一人である。日本代表で戦うときは青色のマウスガードを装着している。彼は「マウス
ピース無くしたら、デュエルに行けなくなるかも。」と語っている。
　この拙文が晒される頃は、サムライブルーがアジアの頂きに立った歓喜の余韻に浸り酔いたいものだ。

砂川和徳　

１．掲載内容：歯の健康について(分かりやすく中学生が理解できる程度で、面白い内容でお願いします)
２．文字数：800字　　３．掲載日：第３水曜日
４．送付先：沖縄県歯科医師会事務局
　　・メール：okisi@okisi.org　・Fax：098-996-3562　・郵送：〒901-1105 沖縄県島尻郡南風原町字新川218-1
５．原稿料：なし
＊誠に申し訳ありませんが、原稿の採用および掲載日については、広報委員会に一任頂きたいと思います。
＊同じタイトルや同じような内容の投稿に関しては、掲載されないこともあります。
＊掲載が決まりましたら事前に校正していただくことがございます。
＊ご不明な点がございましたら、事務局または広報委員までお問い合わせください。

沖縄県歯科医師会は、月１で沖縄タイムスの「歯の長寿学」欄に会員の
先生のコラムを掲載しています。
内容は、歯の健康にまつわる事なら、なんでも構いません。
報酬はありませんが、医院名や先生のお名前は掲載されますので、イメ
ージアップにつながるかと思います。

沖縄県歯科医師会のホームページ(http://www.okisi.org/)では、「歯医者をさがす」のコーナーで、会員の先生方の医
院の紹介をしています。内容に誤りや変更がある場合、訂正いたしますので、事務局までご連絡ください。
また、ホームページ全体の改善点やご要望がありましたら、事務局または広報委員まで、ご意見お寄せください。

沖縄県歯科医師会HPについて沖縄県歯科医師会HPについて沖縄県歯科医師会HPについて

広報委員：平良　和枝、上地　栄作、上原かんな、島袋　亮、砂川　和徳、張江　昌宏

１．掲載内容：歯の健康について(分かりやすく中学生が理解できる程度で、面白い内容でお願いします)
２．文字数：800字　　３．掲載日：第３水曜日
４．送付先：沖縄県歯科医師会事務局
　　・メール：okisi@okisi.org　・Fax：098-996-3562　・郵送：〒901-1105 沖縄県島尻郡南風原町字新川218-1
５．原稿料：なし
＊誠に申し訳ありませんが、原稿の採用および掲載日については、広報委員会に一任頂きたいと思います。
＊同じタイトルや同じような内容の投稿に関しては、掲載されないこともあります。
＊掲載が決まりましたら事前に校正していただくことがございます。
＊ご不明な点がございましたら、事務局または広報委員までお問い合わせください。

沖縄県歯科医師会は、月１で沖縄タイムスの「歯の長寿学」欄に会員の
先生のコラムを掲載しています。
内容は、歯の健康にまつわる事なら、なんでも構いません。
報酬はありませんが、医院名や先生のお名前は掲載されますので、イメ
ージアップにつながるかと思います。

沖縄県歯科医師会のホームページ(http://www.okisi.org/)では、「歯医者をさがす」のコーナーで、会員の先生方の医
院の紹介をしています。内容に誤りや変更がある場合、訂正いたしますので、事務局までご連絡ください。
また、ホームページ全体の改善点やご要望がありましたら、事務局または広報委員まで、ご意見お寄せください。

沖縄県歯科医師会HPについて沖縄県歯科医師会HPについて沖縄県歯科医師会HPについて

広報委員：平良　和枝、上地　栄作、上原かんな、島袋　亮、砂川　和徳、張江　昌宏
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発行人：（一社）沖縄県歯科医師会
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 http://www.okisi.org/

編集人：平　良　和　枝

印　刷：㈱ちとせ印刷

E-mail chitose.f＠gamma.ocn.ne.jp
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８０２０達成者認定証の発行について 

　平素より本会会務運営にご理解、ご協力を賜り感謝申し上げます。 

　さて、このたび本会では会員からご推薦いただいた８０２０達成者に標記の認定証を発行す

る事といたしました。 

　つきましては、該当者がいらっしゃいましたら別添の推薦様式にて、ご推薦いただきたく存

じます。 

　過去に８０２０表彰を受けていらっしゃる方も認定証という事で改めて対象になります。 

　認定証は会員診療所に送付いたしますので、会員から達成者にお渡しいただきたく存じます。 

　また、県全体の達成者の中から代表者数名を選出し、歯っぴ～ファミリー劇場での表彰を予

定しています。 

　会員各位のご協力を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 

TEL：098-877-1811　FAX：098-877-7925

沖縄県歯科医師会事務局（担当：金城） 

連 絡 先 

見本 

沖縄県歯科医師会事務局
TEL：098-996-3561　FAX：098-996-3562

　平素より本会会務運営にご理解、ご協力を賜り感謝申し上げます。
　さて、このたび本会では会員からご推薦いただいた８０２０達成者に標記の認定証を発行す
る事といたしました。
　つきましては、該当者がいらっしゃいましたら別添の推薦様式にて、ご推薦いただきたく存
じます。
　過去に８０２０表彰を受けていらっしゃる方も認定証という事で改めて対象になります。
　認定証は会員診療所に送付いたしますので、会員から達成者にお渡しいただきたく存じま
す。
　会員各位のご協力を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 
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沖縄県歯科医師会会長　殿 

推薦者 
 
　医院名： 
 
　氏　名： 
　 
　　平成　　　年　　　月　　　日 
 
　　以下の通り推薦申し上げます。 

※県歯事務局へ郵送またはＦＡＸにてご提出ください 

（FAX：098-877-7925） 

８０２０達成者推薦書 

　明　・　大　・　昭　　　年　　　月　　　日　（　　　）歳 

住　　所 

〒（　　　　－　　　　　　） 

電話番号 

　　　　　　　本 

① 自力歩行可　　② 介助有りで歩行可　　③ 車いす 
 
④ 外出困難　　　⑤ その他（　　　　　　　　　　） 

① 不　　要　　　　②良　　好　　　③要　改　善 

８０２０達成者推薦書 

ふりがな 
 

性　別 
 
 
 
 
氏 名  
 
 
 
 
 
生 年月日（年齢） 
 
 
 
 
 
ご 本 人 連 絡 先  
 
 
 
 
 
現 在 歯 数  
 
 
 
 
自 立 状 態  
（あてはまるものに○）  
 
 
 
補 綴 状 態  
（あてはまるものに○）  
 
 
 
 
特 記 事 項  

男 ・ 女 

（FAX：098-996-3562）

令和　　　年　　　月　　　日
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会員：令和６年１月１日　現在507人

内　訳

種　　別 男 女 計

１ 種 会 員 309 44 353

２ 種 会 員 15 3 18

３ 種 会 員 35 16 51

４ 種 会 員 1 0 1

終 身 会 員 72 12 84

計 432 75 507

入・退会状況（１種・２種・終身）（正会員）

種　　別 男 女 計

入 会 者 1 0 1

退 会 者 0 1 1

計 1 -1 0

正会員地区別

地　　区 男 女 計

北 部 地 区 23 1 24

中 部 地 区 119 16 135

南 部 地 区 223 35 258

宮 古 地 区 15 7 22

八 重 山 地 区 16 0 16

計 396 59 455

入・退会状況（３種・４種準会員）

地　　区 男 女 計

入 会 者 0 0 0

退 会 者 1 0 1

計 -1 0 -1

退会会員（１名）
氏　　名 日　付 理　　　由

仲　本　道　子 令和５年11月30日 一身上の都合　南部地区1種会員

異動会員（１名）
氏　　名 日　付 理　　　由

大　城　　　健 令和５年12月１日 3種会員→1種会員（南部地区）

会員動静（新入会員１名）
氏　　名 生年月日 医　　院　　名 就業所所在地 出　身　校 卒業年月 会員種別 入会日

大　城　　　健 S57.5.2 ZEN DENTAL CLINIC 糸満市字潮平714-2 2F 明海大学歯学部 H23.3 1種会員 令和5年12月1日
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　※　レセプトの受付締切は、10日（必着）です。（請求省令により毎月１０日までと定められています）

　※　受付窓口は、午前９時から午後５時までです。

　※　12月は早期提出に御協力お願いします。

　※　令和６年６月８日（土）、６月９日（日）、11月9日（土）、
　　　令和７年２月８日（土）、２月９日（日）、３月８日（土）、３月９日（日）は、
　　　閉所となりますのでご注意ください。

診療報酬等の支払日

２２日（月）

２０日（月）

２０日（木）

２２日（月）

２０日（火）

２０日（金）

２１日（月）

令和７年3月 ７日（金） １０日（月） ２１日（金）

令和７年2月 ７日（金） １０日（月）

２０日（月）

２０日（木）

令和７年1月 ９日（木） １０日（金）

令和６年12月 ９日（月） １０日（火）

２０日（水）

２０日（金）

令和６年11月 ８日（金） １０日（日）

令和６年6月 ７日（金） １０日（月）

令和６年10月 ９日（水） １０日（木）

令和６年9月 ９日（月） １０日（火）

令和６年7月 ９日（火） １０日（水）

令和６年8月 ９日（金） １０日（土）

令和６年5月 ９日（木） １０日（金）

令和6年度　レセプト受付日と診療報酬等支払日（国保）

レセプト受付
協力日

レセプト受付
締切日

令和６年4月 ９日（火） １０日（水）

お問合せ先
沖縄県国民健康保険団体連合会
ＴＥＬ098-863-2473（審査課）

郵便等により送付される場合は、
安全確実な方法にて毎月1日～10日
必着でお願いします。

*開所

*開所
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★新年のご挨拶 一般社団法人沖縄県歯科医師会 会長　米須　敦子

★年頭所感 公益社団法人日本歯科医師会 会長　高橋　英登

★沖縄県歯科医師会新年会 調査広報担当理事　平良　和枝

★受章おめでとうございます
★第37回沖縄県歯科医学会 学術委員会委員長　新城美由紀

★赤い羽根共同募金のご寄付について（お礼）
★登院式 沖縄歯科衛生士学校担当理事　中地　昭雄

★就職説明会 沖縄歯科衛生士学校担当理事　中地　昭雄




